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日本に数羽しか飛来しない「ヘラサギ」が日下川調整池に飛来し、羽を休めていました。
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２
０
０
４
年

 
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
村
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満

ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

よ
り
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
産
業
廃
棄
物
処
理

施
設
設
置
の
是
非
を
決
す
る
住
民

投
票
で
は
、
村
民
の
皆
様
に
は
大

変
な
ご
心
労
を
お
掛
け
し
誠
に
恐

縮
に
存
じ
ま
す
。
し
か
し
、
有
権

者
の
約
８
割
と
多
く
の
方
々
に
よ

る
投
票
の
結
果
、
10
年
来
の
課
題

に
対
し
方
向
付
け
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
は
、
画
期
的
な
事
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
上
は
、
よ
り

安
全
安
心
信
頼
で
き
る
施
設
造
り

に
更
な
る
努
力
を
い
た
し
ま
す
と

共
に
、
村
振
興
策
に
つ
き
ま
し
て

も
真
に
村
民
の
皆
様
方
の
願
い
に

か
な
う
も
の
、
村
の
発
展
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
基
本
に

ご
意
見
ご
提
言
を
い
た
だ
き
な
が

ら
着
実
に
取
組
を
進
め
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

念
願
の
33
号
の
バ
イ
パ
ス
工
事
も

新
仁
淀
川
橋
の
工
事
が
始
ま
り
ま

し
た
。
バ
イ
パ
ス
の
完
成
は
、
日

高
村
に
と
り
ま
し
て
、
産
業
、
経

済
、
教
育
文
化
、
医
療
福
祉
な
ど

各
分
野
に
対
し
充
実
発
展
へ
と
つ

な
が
る
も
の
と
大
き
な
期
待
が
で

き
ま
す
し
、
村
内
で
は
、
水
と
の

闘
い
の
歴
史
の
中
で
、
懸
案
課
題

で
ご
ざ
い
ま
し
た
戸
梶
川
の
調
整

池
の
工
事
も
５
カ
年
後
の
完
成
を

め
ざ
し
て
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
日
高
村
は
、
産
廃
施

設
設
置
に
伴
う
振
興
策
の
取
組
と

あ
い
ま
っ
て
、
安
全
安
心
、
快
適

な
地
域
づ
く
り
、
そ
し
て
飛
躍
発

展
へ
向
か
っ
て
新
た
な
歩
み
を
始

め
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
町
村
合
併
は
、
差
し
迫
っ
た

大
き
な
課
題
で
、
そ
の
実
現
に
努

力
を
致
し
て
お
り
ま
す
が
、
合
併

で
き
る
、
で
き
な
い
に
係
わ
ら
ず
、

と
な
り
近
所
で
の
支
え
合
い
、
そ

し
て
地
域
ぐ
る
み
で
支
え
合
う
地

域
づ
く
り
、
村
づ
く
り
は
、
い
つ

の
時
代
に
も
大
切
な
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。
特
に
、
財
政
の
厳
し
い

こ
の
時
期
、
ま
た
、
南
海
地
震
の

発
生
時
を
想
像
し
ま
す
と
、
こ
の

こ
と
が
非
常
に
重
要
な
こ
と
と
考

え
ま
す
。
こ
の
一
連
の
こ
と
を
、

自
助
、
共
助
、
公
助
と
も
表
現
い

た
し
ま
す
が
、
先
に
も
述
べ
ま
し

た
よ
う
に
、
日
高
村
は
、
非
常
に

厳
し
い
財
政
事
情
に
あ
り
、
村
民

の
皆
様
に
も
痛
み
を
伴
う
と
こ
ろ

の
行
政
改
革
止
む
な
し
の
状
況
に

あ
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
明
る
い
兆
し
、
発
展
の
条
件

も
生
ま
れ
て
参
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
村
民
こ
ぞ
っ
て
心
を
一
つ
に

力
を
合
わ
せ
、
こ
の
難
局
に
立
ち

向
か
う
こ
と
が
、
夢
多
い
地
域
づ

く
り
村
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、

村
民
の
皆
様
方
の
更
な
る
ご
理
解

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
、
日
高
村
の
飛
躍
発
展
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

中野　益隆
（日高村長）

　
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
る
に
あ

た
り
ま
し
て
、
日
高
村
議
会
を
代

表
し
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満

ち
た
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま

し
た
事
と
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
国
際
的
に
も
国
内
的
に

も
激
動
の
年
で
あ
り
ま
し
た
し
、

日
高
村
政
の
レ
ベ
ル
で
も
市
町
村

合
併
問
題
や
産
廃
住
民
投
票
等
、

大
変
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

間
、
村
民
各
位
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
に

対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
か
げ
様
で
長
い
間
村
内
を
二

分
し
て
ま
い
り
ま
し
た
産
廃
処
理

施
設
の
問
題
を
一
応
の
決
着
を
み

る
事
が
で
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

課
題
は
残
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

れ
を
今
後
解
決
し
て
ゆ
く
こ
と

で
、
こ
の
問
題
が
村
民
融
和
へ
の

足
が
か
り
と
な
り
ま
す
よ
う
に
心

か
ら
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
町
村
合
併
問
題
に
つ
き
ま
し

て
も
、
伊
野
町
・
佐
川
町
の
両
グ

ル
ー
プ
か
ら
拒
否
さ
れ
、
昨
年
末

に
は
土
佐
市
か
ら
も
断
ら
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
一
方
で
、
年
末
に

佐
川
町
グ
ル
ー
プ
の
法
定
協
議
会

が
解
散
さ
れ
ま
し
た
事
で
、
新
た

な
合
併
の
可
能
性
も
生
ま
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
残
さ
れ
た
時
間
は
多

く
あ
り
ま
せ
ん
が
村
民
の
皆
様
の

ご
意
見
を
十
分
に
お
聞
き
し
、
村

の
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
共
に
考

え
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
幸
い
に
し
て
日

高
村
に
は
大
き
な
災
害
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
村
は
水

害
と
の
長
い
戦
い
の
歴
史
を
持
っ

て
お
り
、
治
水
対
策
が
最
重
要
課

題
の
一
つ
で
あ
り
、
沖
名
調
整
池

の
掘
削
が
急
が
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
よ
う
や
く
懸
案
の
す
べ
て
が

解
決
し
、
２
０
０
４
年
度
以
降

に
掘
削
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

残
る
日
下
川
、
戸
梶
川
の
改
修
に

向
け
て
努
力
を
い
た
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
産
廃
の
振
興
策
等
日

高
村
に
は
解
決
す
べ
き
多
く
の
課

題
が
あ
り
ま
す
が
、
議
員
全
員
が

一
丸
と
な
っ
て
村
民
の
皆
様
の
ご

期
待
に
応
え
、
課
題
解
決
を
す
べ

く
決
意
を
新
た
に
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　
本
年
度
も
村
民
の
皆
様
の
暖
か

い
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

森下　雅文
（日高村議会議長）
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◆
日
高
村
役
場

村
　
　
　
長 

中
野
　
益
隆

助
　
　
　
役 

戸
梶
　
廣
彦

収
　
入
　
役 

坂
東
　
　
昇

教
　
育
　
長 

中
島
　
嘉
隆

総
務
課
長 

戸
梶
　
真
幸

　
　
　
補
佐 

鎮
西
　
　
幹

企
画
課
長 
中
村
　
幸
広

　
　
　
補
佐 
森
下
　
輝
夫

 

藤
田
　
　
浩

健
康
福
祉
課
長 

寺
田
幸
次
郎

　
　
　
　
補
佐 

谷
本
　
　
勲

 

片
岡
　
信
次

税
務
課
長 

井
上
　
哲
英

　
　
　
補
佐 

坂
東
　
隆
一

 

藤
本
　
正
子

建
設
課
長 

山
本
　
秀
昭

　
　
　
補
佐 

戸
梶
正
一
郎

産
業
振
興
課
長 

植
村
　
洋
明

　
　
　
　
補
佐 

杉
本
　
　
勇

東
部
保
育
所
長 

西
森
　
睦
子

能
津
保
育
所
長 

中
山
　
京
子

東
部
西
部
福
祉
館
長 

井
上
　
健
一

東
部
児
童
館
長
（
兼
）

議
会
事
務
局
長 

森
下
　
正
敏

教
育
次
長 

金
子
　
真
也

　
　
　
　
他
　
職
　
員
　
一
　
同

◆
日
高
村
議
会

議
　
　
　
長 

森
下
　
雅
文

副
　
議
　
長 

壬
生
　
豊
秀

◆
総
務
常
任
委
員
会

委
　
員
　
長 

森
下
　
兼
利

副
委
員
長 

大
藤
　
時
義

委
　
　
　
員 

西
森
　
　
和

 

岡
本
　
光
男

 

正
岡
　
　
明

 

横
山
　
泰
昌

◆
教
育
民
生
常
任
委
員
会

委
　
員
　
長 

西
本
　
勝
子

副
委
員
長 

西
川
　
龍
子

委
　
　
　
員 

森
下
　
雅
文

 

矢
野
　
忠
孝

 

西
内
惠
美
子

◆
経
済
建
設
常
任
委
員
会

委
　
員
　
長 

谷
本
　
良
彦

副
委
員
長 

尾
﨑
　
政
廣

委
　
　
　
員 

野
村
　
重
夫

 

戸
梶
　
昭
澄

 

壬
生
　
豊
秀

◆
議
会
運
営
委
員
会

委
　
員
　
長 

西
森
　
　
和

副
委
員
長 

西
内
惠
美
子

委
　
　
　
員 

矢
野
　
忠
孝

 

壬
生
　
豊
秀

 
大
藤
　
時
義

◆
公
害
対
策
特
別
委
員
会

委
　
員
　
長 

西
川
　
龍
子

副
委
員
長 

西
内
惠
美
子

委
　
　
　
員 

岡
本
　
光
男

 

尾
﨑
　
政
廣

 

谷
本
　
良
彦

◆
議
会
広
報
発
行
調
査

　
　
　
　
特
別
委
員
会
　

委
　
員
　
長 

西
内
惠
美
子

副
委
員
長 

大
藤
　
時
義

委
　
　
　
員 

西
森
　
　
和

 

正
岡
　
　
明

 

壬
生
　
豊
秀

◆
日
高
村
振
興
対
策
特
別
委
員
会

委
　
員
　
長 

矢
野
　
忠
孝

副
委
員
長 

横
山
　
泰
昌

委
　
　
　
員 

西
森
　
　
和

 

岡
本
　
光
男

 

森
下
　
兼
利

 

戸
梶
　
昭
澄

 

壬
生
　
豊
秀

 

西
本
　
勝
子

◆
市
町
村
合
併
対
策
特
別
委
員
会

委
　
員
　
長 

岡
本
　
光
男

副
委
員
長 

大
藤
　
時
義

委
　
　
　
員 

森
下
　
兼
利

 

尾
﨑
　
政
廣

　
戸
梶
　
昭
澄 

西
本
　
勝
子

　
西
川
　
龍
子 

横
山
　
泰
昌

◆
選
挙
管
理
委
員
会

委
　
員
　
長 

正
岡
　
澄
雄

委
員
長
職
務
代
理 

藤
田
　
春
重

委
　
　
　
員 

森
下
　
春
高

 

鎭
西
　
　
靖

◆
監
査
委
員

 

戸
梶
　
幹
雄

 

戸
梶
　
昭
澄

◆
農
業
委
員
会

会
　
　
　
長 

戸
梶
　
忠
俊

会
長
職
務
代
理 

鎭
西
　
　
武

委
　
　
　
員 

畠
山
　
勝
利

 

壬
生
　
豊
秀

 

森
下
　
武
英

 

戸
梶
　
忠
俊

 

尾
﨑
　
政
廣

 
藤
﨑
　
延
隆

 
門
田
　
照
宣

 
中
山
　
健
彦

 

中
山
　
眞
一

 

森
下
　
兼
利

 

坂
東
　
誠
男

 

正
岡
　
　
明

 

矢
野
　
忠
孝

 

中
村
　
正
信

 

森
下
　
清
德

◆
結
婚
相
談
員

 

坂
本
　
　
薫

　
正
岡
　
澄
雄 

森
下
　
敏
隆

　
柏
井
　
幸
博 

畑
山
　
博
信

◆
水
田
営
農
推
進
協
議
会

会
　
　
　
長 

中
野
　
益
隆

副
　
会
　
長 

中
山
　
　
保

委
　
　
　
員 

戸
梶
　
忠
俊

 

尾
﨑
　
政
廣

 

森
下
　
武
英

 

中
山
　
眞
一

 

中
山
　
健
彦

 

谷
本
　
良
彦

 

門
田
　
照
宣

　 

鎭
西
　
　
武

 

矢
野
　
忠
孝

 

坂
東
　
誠
男

 

正
岡
　
　
明

 

森
下
　
清
德

 

壬
生
　
豊
秀

 

中
村
　
正
信

 

畠
山
　
勝
利

 

藤
﨑
　
延
隆

 

野
村
　
重
夫

 

森
下
　
雅
文

 

横
山
　
泰
昌

 

大
藤
　
時
義

 

戸
梶
　
昭
澄

 

森
下
　
兼
利

 

西
本
　
勝
子

 

西
内
惠
美
子

 

岡
本
　
光
男

 

西
川
　
龍
子

 

森
野
　
牧
夫

 

西
森
　
　
和

◆
高
知
県
森
と
緑
の
会

　
　
日
高
村
支
部
協
議
会

支
　
部
　
長 

中
野
　
益
隆

副
支
部
長 

森
下
　
雅
文

監
　
　
　
事 

中
山
　
　
保

委
　
　
　
員 

渋
谷
　
長
栄

 

森
　
　
　
泉

　
畠
山
　
茂
治 

竹
中
新
二
郎

　
黒
岩
　
利
武

◆
日
下
加
茂
土
地
改
良
区

理
　
事
　
長
　
　
　
矢
野
　
忠
孝

副
理
事
長 

坂
本
　
　
敏

理
　
　
　
事
　
　
　
筒
井
　　

夫

　
　
　
　
　
　
　
　
森
本
　
清
晴

　
井
上
　
博
繁 

渋
谷
　
嘉
之

　
柏
井
　
建
雄 

山
中
　
忠
茂

　
北
添
　
貴
雄 

中
山
　
紀
彦

　
北
添
　
　
安

監
　
　
　
事
　
　
　
森
下
　
正
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
森
下
　
竹
一

◆
日
高
村
表
彰
審
査
会
委
員

委
　
　
　
員
　
　
　
森
下
　
雅
文

　
　
　
　
　
　
　
　
森
下
　
兼
利

　
西
本
　
勝
子 

松
澤
　
靖
明

　
伊
藤
　
二
郎 

畠
山
　
廣
路

　
下
元
　
一
郎 

松
岡
　
君
子

　
正
岡
　
隆
憲 

森
下
　
有
策

　
松
岡
　
秀
直 

今
井
　
益
弘

　
杉
本
　
徳
男 

中
山
　
　
保

　
矢
野
　
忠
孝 

横
山
　
泰
昌

　
戸
梶
　
忠
俊 

戸
梶
　
昭
澄

　
渋
谷
　
長
栄

◆
土
地
開
発
公
社

理
　
事
　
長
　
　
　
戸
梶
　
廣
彦

副
理
事
長 

戸
梶
　
昭
澄

理
　
　
　
事
　
　
　
中
野
　
益
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
戸
梶
　
真
幸

　
井
上
　
哲
英 

寺
田
幸
次
郎

　
植
村
　
洋
明 

山
本
　
秀
昭

　
岡
本
　
光
男 

矢
野
　
忠
孝

　
谷
本
　
良
彦 

尾
﨑
　
政
廣

　
森
下
　
兼
利
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監
　
　
　
事 

坂
東
　
　
昇

 

西
川
　
龍
子

事
務
局
長 

戸
梶
　
和
夫

◆
日
高
村
消
防
団

団
　
　
　
長 

戸
梶
　
昭
澄

副
　
団
　
長 

浜
田
　
征
幸

 
大
﨑
　
逸
夫

中
央
分
団
長 
横
山
　
孝
和

下
分
分
団
長 

杉
本
　
　
繁

本
郷
分
団
長 

松
岡
　
良
隆

沖
名
分
団
長 

矢
野
　
孝
明

岩
目
地
分
団
長 

藤
岡
　
利
幸

東
部
分
団
長 

西
川
　
賢
生

西
部
分
団
長 

中
村
　
正
信

◆
仁
淀
消
防
署
日
高
分
署

分
　
署
　
長 

高
橋
　
和
夫

◆
民
生
委
員
・
児
童
委
員

会
　
　
　
長 

杉
本
　
徳
男

副
　
会
　
長 

森
下
　
君
子

 

畠
山
　
茂
治

委
　
　
　
員 

森
下
　
悦
子

 

西
川
美
代
子

　
山
根
　
康
孝 

戸
梶
　
鶴
枝

　
前
田
美
代
子 

澁
谷
　
孝
一

　
大
﨑
　
江
美 

横
山
　
明
夫

　
谷
本
二
三
男 

三
宮
　
　
弘

　
田
中
登
茂
久 

筒
井
リ
ツ
子

　
大
川
　
愛
子 

森
下
　
裕
子

　
森
下
　
剛
充 

寺
田
　
信
子

　
山
中
　
明
子

主
任
児
童
委
員
　
　
岸
本
　
璋
子

 

岡
川
　
絹
江

◆
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
　
員
　
長
　
　
　
西
川
　
龍
子

委
　
　
　
員
　
　
　
野
村
　
重
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
西
森
　
　
和

　
西
本
　
勝
子 

堀
岡
　
広
稔

　
浜
田
　
卓
也 

岡
本
　
静
幸

　
岩
村
　
利
衛 

野
村
　
守
佑

　
川
瀬
　
　
勲 

戸
梶
　
昭
澄

　
大
川
　
啓
司

 

◆
福
祉
館
運
営
審
議
会

委
　
員
　
長
　
　
　
杉
本
　
徳
男

副
委
員
長 

西
森
　
一
夫

委
　
　
　
員
　
　
　
西
森
　
　
和

　
　
　
　
　
　
　
　
尾
﨑
　
政
廣

　
谷
本
　
良
彦 

西
本
　
勝
子

　
山
中
　
憲
正 

西
川
　
正
紀

　
谷
脇
恵
美
子 

浜
田
　
　
寛

　
中
島
　
嘉
隆 

戸
梶
　
真
幸

◆
東
部
児
童
館
運
営
審
議
会

会
　
　
　
長
　
　
　
尾
﨑
　
政
廣

副
　
会
　
長 

森
田
美
智
也

委
　
　
　
員
　
　
　
竹
中
新
二
郎

 
秋
本
　
年
晴

　
山
中
　
鶴
幸 
河
村
　
信
明

　
川
　
　
富
雄 
齋
藤
　
メ
イ

　
森
　
　
健
一 

川
上
　
雄
三

◆
戦
没
者
遺
族
相
談
員

　
　
　
　
　
　
　
　
森
下
　
幸
恵

◆
身
体
障
害
者
相
談
員

　
　
　
　
　
　
　
　
森
下
　
雅
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
　
和
雄

◆
知
的
障
害
者
相
談
員

　
　
　
　
　
　
　
　
目
良
　
　
亮

◆
人
権
擁
護
委
員

 

大
﨑
　
逸
夫

 

植
村
　
悦
子

 

味
代
木
タ
ツ
エ

◆
保 

護 

司

　
大
川
　
俊
彦
　
　
高
橋
　
肇
子

　
西
本
　
勝
子 

河
村
　
利
一

　
片
岡
　
三
知 

森
下
　
雅
夫

　
戸
梶
　
文
夫 

◆
行
政
相
談
員

　
　
　
　
　
　
　
　
山
岡
　
政
文

◆
教
育
委
員
会

委
　
員
　
長
　
　
　
松
澤
　
靖
明

委
員
長
代
理
　
　
　
吉
村
　
武
士

委
　
　
　
員
　
　
　
中
山
　
綾
子

　
　
　
　
　
　
　
　
横
山
　
富
茂

教
　
育
　
長
　
　
　
中
島
　
嘉
隆

◆
学
　
　
校

日
下
小
学
校
長
　
　
森
　
　
健
一

能
津
小
学
校
長
　
　
西
井
　
宏
一

加
茂
小
学
校
長
　
　
植
田
　
栄
一

日
高
中
学
校
長
　
　
川
上
　
雄
三

加
茂
中
学
校
長
　
　
片
山
　
正
仁

◆
少
年
補
導
育
成
セ
ン
タ
ー

所
　
　
　
長
　
　
　
中
島
　
嘉
隆

補
導
専
門
職
員
　
　
山
下
　
忠
一

◆
少
年
補
導
育
成
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
運
営
委
員
会 

委
　
員
　
長
　
　
　
川
上
　
雄
三

副
委
員
長 

森
　
　
健
一

委
　
　
　
員
　
　
　
片
山
　
正
仁

 

西
井
　
宏
一

　
植
田
　
栄
一 
川
村
　
紀
雄

　
森
下
　
雅
文 
西
本
　
勝
子

　
高
橋
　
肇
子 
片
岡
　
三
知

　
杉
本
　
徳
男 

濱
田
　
善
久

　
西
　
　
高
弘 

中
山
　
哲
夫

　
大
藤
　
里
香

◆
日
高
村
部
落
長
会

会
　
　
　
長 

澁
谷
　
長
栄

副
　
会
　
長 

壬
生
　
豊
秀

　
　
　
　
他
　
委
　
員
　
一
　
同

◆
文
化
財
保
護
審
議
会

会
　
　
　
長 

藤
田
　
博
之

副
　
会
　
長 

前
田
　
忠
雄

委
　
　
　
員 

畠
山
　
廣
路

　
三
宮
　
清
治 

渋
谷
　
良
雄

　
正
岡
　
澄
雄 

三
宮
　
孝
馬

　
片
岡
　
久
尚 

壬
生
　
義
富

　
吉
田
　
知
弘

◆
教
育
相
談
所

所
　
　
　
長 

中
島
　
嘉
隆

相
　
談
　
員 

槇
本
　
洋
水

◆
日
下
公
民
館

館
　
　
　
長 

伊
藤
　
二
郎

主
　
　
　
事 

大
平
　
師
也

運
営
審
議
会
委
員 

藤
岡
　
光
枝

 

渋
谷
　
和
枝

　
中
山
　
三
二 

濱
田
　
善
久

　
黒
岩
　
強
志

◆
加
茂
公
民
館

館
　
　
　
長 

畠
山
　
廣
路

主
　
　
　
事 

味
代
木
タ
ツ
エ

運
営
審
議
会
委
員 

鎌
倉
　
勝
三

 

片
田
　
教
子

　
山
岡
　
弘
子 

坂
東
美
年
子

　
小
島
　
静
枝

◆
能
津
公
民
館

館
　
　
　
長 

下
元
　
一
郎

主
　
　
　
事 

岡
本
　
敏
子

運
営
審
議
会
委
員 

壬
生
　
米
昭

 

大
川
　
啓
司

　
西
川
美
代
子 

長
田
　
五
郎

　
大
藤
久
美
子

◆
社
会
教
育
委
員

日
　
　
　
下 

松
岡
　
君
子

 

矢
野
　
忠
茂

　
川
上
　
雄
三 

柏
井
真
理
子

　
田
村
　
恭
子

加
　
　
　
茂 

山
中
　
文
雄

 

柏
井
　
盛
昭

　
森
下
　
好
孝 

楠
瀬
八
重
喜

　
森
岡
ま
ゆ
み

能
　
　
　
津 

下
元
恵
美
子

 

畑
山
美
栄
子

　
西
井
　
宏
一 

筒
井
　
福
徳

　
下
元
誠
一
郎

◆
人
権
教
育
推
進
委
員

 

森
田
美
智
也

　
松
岡
　
君
子 

小
島
　
静
枝

　
藤
原
信
太
郎 

池
田
　
　
雄

　
安
部
　
拓
大 

片
田
　
教
子

　
梶
原
　
正
仁 

中
山
　
健
彦

　
森
下
　
和
知 

谷
本
　
　
勲

　
武
田
　
和
志 

寺
尾
　
　
豊

　
柏
井
真
理
子 

隅
田
　
宝
造

　
坂
東
美
年
子 

柏
井
　
盛
昭

　
矢
野
　
忠
茂 

川
村
　
敏
雄

　
大
藤
久
美
子 

下
元
恵
美
子

　
西
井
　
宏
一 

森
　
　
健
一

　
隅
田
　
　
静 

安
岡
　
里
佳

　
山
岡
　
弘
子 

川
上
　
雄
三

　
坂
本
　
　
昭 

畠
山
　
茂
治

　
片
岡
　
信
次 

藤
田
　
　
浩

　
味
代
木
タ
ツ
エ 

大
平
　
晴
美

　
片
山
　
正
仁 

池
田
　
由
美

　
植
田
　
栄
一 

樋
口
　
弘
恵

　
杉
本
　
昌
容 

渡
邊
　
慶
子

　
高
橋
　
定
利 

楠
　
　
　
幸

　
横
川
　
哲
夫 

西
尾
　
　
治

　
松
岡
　
一
宏 

北
川
　
　
功

◆
日
高
村
体
育
会
役
員

会
　
　
　
長 

戸
梶
　
和
夫

副
　
会
　
長 

森
下
　
　
隆

 

須
藤
　
義
晴



書
　
　
　
記 

大
平
　
師
也

 

今
井
　
明
秀

会
　
　
　
計 

山
中
　
鶴
幸

監
　
　
　
事 

藤
本
　
俊
徳

 

楠
目
　
浩
二

理
　
事
　
長 

川
村
　
敏
雄

理
　
　
　
事 

中
岡
　
静
香

 
氏
原
　
博
江

　
須
藤
　
義
晴 
秋
本
啓
二
郎

　
森
田
　
喜
恵 

山
中
佐
百
合

　
森
田
美
智
也 

林
　
　
好
和

　
北
添
　
康
弘 

前
田
　
修
平

　
西
森
佐
賀
子 

岡
上
　
敦
子

　
森
本
　
晃
輔 

正
岡
　
久
尚

　
横
山
　
健
一 

北
添
　
真
弘

　
大
藤
　
長
男 

秋
本
啓
二
郎

◆
体
育
指
導
員

 

大
藤
　
長
男

　
秋
本
啓
二
郎 

齋
藤
　
博
人

　
岡
上
　
正
弘 

青
木
　
　
勇

　
中
野
　
　
薫 

井
上
　
安
恵

　
鞆
　
　
千
尋 

川
瀬
　
　
康

　
大
川
　
孝
行

◆
日
高
村
連
合
青
年
団
役
員

団
　
　
　
長 

正
岡
　
隆
憲

副
　
団
　
長 

松
本
　
直
久

 

戸
梶
　
泰
彰

事
務
局
長 

大
平
　
師
也

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

委
　
員
　
長 

川
瀬
　
　
勲

委
　
　
　
員 

池
添
　
正
孝

 

大
川
　
哲
司

◆
女
性
の
会
役
員

会
　
　
　
長 

松
岡
　
君
子

副
　
会
　
長 

森
下
恵
美
子

 

下
元
恵
美
子

 

尾
崎
恵
美
子

事
務
局
長 

片
田
　
教
子

◆
日
高
村
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会

会
　
　
　
長 

畠
山
　
茂
治

副
　
会
　
長 

田
中
　
允
泰

 

戸
梶
　
廣
彦

　
　
　
　
他
　
役
　
員
　
一
　
同

◆
広
報
編
集
委
員
会

委
　
員
　
長 

岡
林
　
哲
男

委
　
　
　
員 

片
岡
　
三
知

 

畠
山
　
茂
治

　
森
　
　
健
一 

西
井
　
宏
一

　
川
上
　
雄
三 

竹
村
　
祐
子

　
池
田
　
由
美 

中
山
　
綾
子

　
戸
梶
　
泰
彰

◆
交
通
安
全
指
導
員

支
　
部
　
長 
森
下
　
達
雄

　
岡
村
美
香
子 
森
下
　
好
孝

　
坂
本
　
泰
助

◆
交
通
安
全
協
会
日
高
支
部

分
　
会
　
長 

森
下
　
敏
隆

 

佐
竹
　
治
喜

　
大
崎
　
一
雄 

片
田
　
教
子

　
中
野
　
　
薫 

田
中
　
允
泰

　
澁
谷
　
浩
司 

大
藤
　
長
男

　
秋
本
　
年
晴 

中
山
　
健
彦

◆
交
通
安
全
母
の
会

会
　
　
　
長 

片
田
　
教
子

副
　
会
　
長 

中
野
絵
里
子

 

大
川
　
わ
き

 

大
﨑
　
江
美

 

濱
田
知
加
子

会
　
　
　
計 

和
田
　
明
美

監
　
　
　
事 

門
田
　
美
恵

 

中
山
　
京
子

◆
地
域
教
育
推
進
協
議
会
委
員

会
　
　
　
長 

中
山
　
哲
夫

副
　
会
　
長 

渋
谷
　
和
枝

 

井
上
　
孝
子

委
　
　
　
員 

山
岡
　
昭
彦

 

中
山
　
京
子

　
杉
本
　
昌
容 

楠
　
　
　
幸

　
横
川
　
哲
夫 

中
山
　
昭
和

　
児
島
　
　
真 

加
地
美
貴
子

　
入
吉
　
美
貴 

中
山
　
三
二

　
岡
川
　
絹
江 

坂
東
　
　
清

　
正
岡
　
隆
憲 

矢
野
　
忠
茂

　
谷
脇
恵
美
子 

安
部
　
拓
大

　
齋
藤
　
博
人 

川
瀬
　
卿
宥

　
中
山
　
綾
子
　

◆
図
書
館
協
議
会
委
員

 

森
　
　
健
一

　
松
岡
　
君
子 

田
村
　
健
二

　
濱
田
　
善
久 

畠
山
　
千
恵

◆
日
高
の
川
を
美
し
く
す
る
会

会
　
　
　
長 

吉
岡
　
幸
造

副
　
会
　
長 

柏
井
　
建
雄

 

松
岡
　
君
子

　
渋
谷
　
長
栄 

中
野
　
稀
益

　
　
　
　
他
　
役
　
員
　
一
　
同

◆
日
高
村
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

会
　
　
　
長 

植
村
　
恭
子

副
　
会
　
長 

野
口
　
綾
子

 
山
岡
　
弘
子

 
下
元
恵
美
子

　
　
　
　
他
　
役
　
員
　
一
　
同

◆
日
高
村
献
血
推
進
会

会
　
　
　
長 

藤
原
　
利
彦

副
　
会
　
長 

矢
野
　
忠
茂

顧
　
　
　
問 

中
山
　
良
子

　
　
　
　
他
　
役
　
員
　
一
　
同

　
ヘ
ラ
サ
ギ
。
名
前
に
「
サ
ギ
」

と
つ
い
て
い
ま
す
が
、
日
本
で

は
有
名
な
ト
キ
の
仲
間
の
大
型

の
水
鳥
で
す
。
体
長
は
90
㎝
。
翼

を
広
げ
る
と
１
２
０
㎝
ほ
ど
あ
り

ま
す
。
先
が
し
ゃ
も
じ
の
よ
う
に

な
っ
た
、
長
い
く
ち
ば
し
が
特
徴

で
す
。
ト
キ
は
国
内
で
「
野
生
絶

滅
」
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ

の
ト
キ
の
仲
間
に
は
、
ク
ロ
ツ
ラ

へ
ラ
サ
ギ
の
よ
う
に
世
界
的
に
数

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。

　
以
前
は
九
州
地
方
に
毎
年
定
期

的
に
渡
来
す
る
場
所
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
が
、
現
在
で
は
国
内
に
定

期
的
に
渡
来
す
る
越
冬
地
は
な
い

よ
う
で
す
。

　
餌
は
ヘ
ラ
状
の
く
ち
ば
し
を
開

閉
さ
せ
な
が
ら
首
を
回
し
て
、
水

辺
で
甲
殻
類
や
小
魚
、
昆
虫
な
ど

を
捕
食
し
ま
す
。

　
高
知
で
は
過
去
に
数
例
し
か

観
察
記
録
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
先
日
、
中
村
市
で
２
羽
が
観

察
さ
れ
た
ば
か
り
で
す
の
で
、
ヘ

ラ
サ
ギ
に
関
し
て
は
今
年
は
当
た

り
年
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
ヘ
ラ
サ
ギ
は
オ
ラ
ン
ダ

の
国
鳥
で
す
。
ち
ょ
う
ど
日
本
の

国
鳥
が
キ
ジ
、
ア
メ
リ
カ
の
国
鳥

が
ハ
ク
ト
ウ
ワ
シ
で
す
か
ら
、
湿

地
の
多
い
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
な
じ

み
の
深
い
鳥
と
し
て
愛
さ
れ
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
近
年
で
は
国
内
で
も
毎
年
数
羽

が
渡
来
す
る
だ
け
と
な
っ
た
ヘ
ラ

サ
ギ
。
彼
ら
が
安
心
し
て
越
冬
が

で
き
る
よ
う
な
環
境
を
、
国
内
で

少
し
で
も
回
復
さ
せ
た
い
も
の
で

す
。

　
日
本
野
鳥
の
会

　
　
　
高
知
支
部
長
　
西
村
公
志

　
今
月
の
表
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
撮
影:

武
田
和
志
）

（5）　─広報ひだか 1月号─
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Village Topics

とり暮らしの高齢者のために ひ 
 日高中１年生が赤飯をプレゼント 

語
教
室
ク
リ
ス
マ
ス
会 

英 
メ
イ
さ
ん
の
英
語
教
室 

　
12
月
７
日（
日
）日
高
中
学
校
１
年
生

が
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
々
に

赤
飯
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
行
事
は
代
々
受
け
継
が
れ
て
い

る
行
事
で
、
高
齢
者
の
方
の
中
に
は
楽

し
み
に
し
て
い
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
。 

　
約
１
３
０
パ
ッ
ク
用
意
さ
れ
た
赤
飯

を
、
近
く
は
自
転
車
で
、
遠
く
は
保
護

者
や
先
生
の
車
で
届
け
ま
し
た
。
中
に

は
逆
に
お
土
産
を
も
ら
っ
た
生
徒
も
い

た
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
普
段
は
な

か
な
か
出
来
な
い
交
流
が
で
き
た
よ
う

で
す
。 

　
12
月
６
日（
土
）、
加
茂
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
で
、
英
語
教
室
ク

リ
ス
マ
ス
会
が
行
わ
れ
、
子
ど

も
と
、
保
護
者
な
ど
65
人
が
参

加
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
楽
し
い

ひ
と
時
を
英
語
に
ふ
れ
な
が
ら

過
ご
し
ま
し
た
。 

　
メ
イ
さ
ん
の
英
語
教
室
は
、

毎
週
土
曜
日
コ
ス
モ
ス
文
庫
で

１
時
か
ら
３
時
30
分
ま
で
行
っ

て
お
り
、
齋
藤
メ
イ
さ
ん
と
楽

し
く
英
語
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。 

　
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
、
メ
イ

さ
ん
の
ほ
か
に
、
ヴ
ィ
ニ
ー
ス

さ
ん
も
参
加
し
、
英
語
教
室
で

の
勉
強
の
成
果
を
発
表
し
た
り
、

英
語
の
歌
を
歌
っ
た
り
し
ま
し

た
。
ま
た
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

も
会
場
に
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち

は
大
喜
び
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
。 

ミのない美しい村へ ゴ 
加茂中学生が空き缶拾い 

　
12
月
２
日（
火
）、
加
茂
中
全
校
生
徒

が
「
ク
リ
ー
ン
缶
ペ
ー
ン
」
と
題
し
て

通
学
路
等
の
空
き
缶
や
ゴ
ミ
を
拾
い
ま

し
た
。 

　
一
見
き
れ
い
そ
う
に
見
え
る
路
肩
で

も
、
よ
く
み
る
と
草
む
ら
の
中
に
缶
や

ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
お
り
、
約
１
時
間

30
分
で
約
20
袋
の
ゴ
ミ
が
集
ま
り
ま
し

た
。 

　
年
々
少
し
ず
つ
ゴ
ミ
の
量
は
減
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
う
い
っ
た

取
り
組
み
を
行
わ
な
く
て
も
い
い
よ
う

な
環
境
に
し
た
い
も
の
で
す
。 
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学校だより

第
21
回�

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

第
21
回�

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

第
21
回�

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

第
21
回�

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　
12
月
７
日（
日
）、
本
郷
多
目
的
集
会
所
（
さ
ん
さ
ん
市
）

で
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
苗
木
や
霧
山
茶
、
イ
カ
焼
、
パ
ッ
ト
ラ
イ
ス
な
ど
の
店

が
軒
を
連
ね
ま
し
た
。 

　
お
菓
子
の
一
本
釣
り
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
目
当
て
の

袋
め
が
け
て
竿
を
お
ろ
し
て
、
釣
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
皿
鉢
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
多
く
の

お
客
さ
ん
が
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。 

　
な
お
、
21
年
の
歴
史
を
重
ね
て
き
た
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

で
す
が
、
平
成
16
年
の
開
催
は
未
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

♪

♪♪

♪

加茂
小学校加茂
小学校加茂
小学校

 学習発表会に向けて、練習した成果を見てもらえる時

が来ました。あまり緊張していなかったけれど、司会を

する時、緊張しました。みんなセリフちゃんと言えるか

なあ、ドラム失敗せんかなあと、不安でした。第１部の

劇「友だちっていいね」は、成功でした。私たちが、元

あった話を少し変えて作った話です、話が急に変わった

りしていて意味が分からない話になってないか心配でし

た。第２部の合奏「夜空ノムコウ」では、バッチリうま

くいったのは、本番前日だったので、大丈夫なのか心配

でしたが、みんなうまくて、よい演奏ができて良かった

です。

 ６年生は、きれいなリコーダーの音と高音の声もきれ

いで、すごいと思いました。来年は、６年生みたいな演

技とリコーダー演奏をしてみたいです。

                ５年  川村倫加

 11月22日（土）第21回学習発表会を行いました。

 家の人や地域の方々が大勢来てくださいました。子ど

もたちは、緊張しながらも、元気に発表ができました。
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平
成
15
年
11
月
に
県
内
で
、
社
会
保
険
庁
や
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員

を
装
っ
た
不
審
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
内
容
は
年
金
の
過
払
い
が
あ
り
、

指
定
の
銀
行
口
座
に
振
込
み
を
し
な
い
と
次
回
か
ら
の
年
金
を
止
め
る
と

い
う
も
の
で
し
た
。
社
会
保
険
庁
、
社
会
保
険
事
務
局
及
び
社
会
保
険
事

務
所
で
は
、
年
金
の
過
払
い
が
発
生
し
て
も
電
話
の
み
で
の
返
還
請
求
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
返
納
金
に
つ
い
て
は
国
庫
金
に
な
り
ま
す
の

で
、
個
人
の
口
座
に
振
込
み
を
指
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
正
式
な

手
続
き
の
う
え
で
国
庫
に
返
納
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
的
に
も
こ
の
よ
う
な
不
審
電
話
が
増
え
て
お
り
、
社
会
保
険

庁
の
関
係
団
体
の
名
前
を
か
た
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
く

れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
こ
の
よ
う
な
不
審
電
話
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
必
ず
最
寄
り
の
社
会
保
険

事
務
所
に
お
電
話
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

　
老
齢
の
年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
、
毎
年
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
よ

り
「
源
泉
徴
収
票
」
が
１
月
中
旬
か
ら
１
月
末
ま
で
に
届
く
よ
う
に
送
付

さ
れ
ま
す
。
こ
の
源
泉
徴
収
票
に
は
、
平
成
15
年
中
に
支
払
わ
れ
た
年
金

額
と
、
年
金
か
ら
差
し
引
い
た
所
得
税
の
額
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
年
金
の
ほ
か
に
収
入
が
あ
る
方
は
、
確
定
申
告
の
際
に
源
泉
徴
収
票
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
に
住

ん
で
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
す
べ
て
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保

険
料
を
支
払
う
義
務
が
あ
り
ま
す
。
す
で
に
就
職
し
、
厚
生
年
金
保
険
・

共
済
組
合
加
入
者
以
外
の
方
は
、
市
町
村
役
場
国
民
年
金
担
当
窓
口
へ
国

民
年
金
加
入
の
届
出
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
学
生
・
フ
リ
ー
タ
ー
・

無
職
の
方
も
含
み
ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
結
婚
し
て
会
社
員
・
公
務
員
の

配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
第
三
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
の

で
、
配
偶
者
の
勤
務
先
を
通
じ
て
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。） 

　
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ
る
年
金
手
帳
に
は
生
涯
を
通
じ
て
使

用
さ
れ
る
基
礎
年
金
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
大
事
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。
国
民
年
金
は
「
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
」
で
成
り
立
っ

て
い
る
た
め
、
皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険
料
は
ご
自
分
の
年
金
の
た
め
だ
け

で
は
な
く
、
現
在
年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
支
払
わ
れ
る
年
金
の
財
源
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
20
歳
を
迎
え
年
金
制
度
を
支
え
る
担
い
手
に
な
る
わ

け
で
す
か
ら
、
き
ち
ん
と
保
険
料
を
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
保
険
料
の
支
払
い
は
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
経
済
的
に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
保
険
料
申

請
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す（
被
保
険
者
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
所
得

で
免
除
さ
れ
る
か
ど
う
か
判
断
さ
れ
ま
す
）。
学
生
で
収
入
が
少
な
い
方

に
つ
い
て
は
、
保
険
料
の
支
払
い
が
卒
業
後
ま
で
猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付

特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

た
め
に
必
要
な
資
格
期
間
（
25
年
以
上
）
に
含
ま
れ
ま
す
。
申
請
先
は
い
ず

れ
も
住
民
票
の
あ
る
市
町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
に
な
り
ま
す
。 

◎
国
民
年
金
保
険
料
は
翌
月
末
が
納
付
期
限
で
す
。
期
限
内
に
納 

　
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

◎
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
便
利
で
確
実
な
「
口
座
振
替
」 

　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

－国民年金－ 
お問い合わせは  24－5112

国保税、県村民税、固定資産税、介護保険料のお支払いは、口座振替が便利です。



─広報ひだか 1 月号─　（8）（9）　─広報ひだか 1 月号─

シ　リ　ー　ズ 

　
平
成
15
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
の
窓
口
で
の
相
談
及
び
受
付
は
、
２
月

16
日

（月）
か
ら
３
月
15
日

（月）
ま
で
で
す
が
、
給
与
所
得
者
の
方
な
ど
の
還
付
申

告
は
１
月
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

　
税
務
署
で
は
、
ご
自
分
で
申
告
書
を
作
成
し
、
お
早
め
に
郵
送
で
提
出
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

【
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
】 

　
①
　
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
な
ど
で
取
得
し
た
場
合 

　
②
　
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合 

　
③
　
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職
し
て
い
な
い
場
合
な
ど 

【
申
告
に
当
た
っ
て
の
お
願
い
】 

　
①
　
勤
務
先
か
ら
交
付
さ
れ
た
源
泉
徴
収
票
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
　
※
　
源
泉
徴
収
票
の
住
所
と
現
住
所
が
異
な
る
場
合
は
、
住
民
票
の
添

付
が
必
要
で
す
。 

　
②
　
控
除
の
種
類
に
応
じ
て
、
領
収
書
や
証
明
書
な
ど
が
必
要
で
す
。 

　
③
　
還
付
金
を
受
け
ら
れ
る
と
き
は
、
預
金
口
座
へ
の
振
込
み
が
便
利
で
す
。 

　
詳
し
い
こ
と
は
、
伊
野
税
務
署
（
０
８
８
｜
８
９
３
｜
１
１
２
１
）
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。 

知っておきたい薬の知識 39

　
税
務
課
で
は
地
方
税
法
に
基
づ
き
、
日
高
村
野
菜
直
販
市
出
荷
者
協
議
会

（
さ
ん
さ
ん
市
）、
Ｊ
Ａ
コ
ス
モ
ス
ふ
れ
あ
い
市
直
販
店
へ
出
荷
者
の
売
上
金
額
の
報

告
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
収
入
金
額
に
つ
い
て
は
こ
の
報
告
書
に
よ
っ
て
分
か
り

ま
す
が
、
経
費
に
つ
い
て
は
分
か
り
ま
せ
ん
。 

 

『
少
額
だ
か
ら
、
農
業
は
申
告
し
な
く
て
も
い
い
か
ら
』
と
い
っ
た
考
え
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
申
告
は
し
て
い
た
だ
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

　
二
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
平
成
16
年
度
住
民
税
・
国
保
税
申
告
に
お
き
ま
し
て

確
実
な
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
領
収
書
（
材
料
費
、
燃
料
費
、
種

苗
費
等
）
を
申
告
時
ま
で
し
っ
か
り
と
っ
て
お
い
て
、
持
参
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。 

　
万
一
、
申
告
が
な
い
場
合
は
、
本
人
又
は
世
帯
に
と
っ
て
不
利
な
扱
い
を
受
け
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
お
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
　
　
２
４
―
５
１
１
２ 

　
今
回
は
「
便
秘
」
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ

の
２
回
目
で
す
。 

 

Ｑ
１
　
妊
娠
中
で
す
が
便
秘
薬
を
飲
ん
で

も
良
い
で
す
か
？ 

Ａ
　
妊
娠
中
は
便
秘
薬
は
使
用
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
坐
薬
や
か
ん

腸
も
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

　
　
便
秘
薬
は
、
子
宮
の
収
縮
や
胎
盤
・

骨
盤
の
充
血
を
起
こ
し
、
妊
娠
中
の

人
は
流
産
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
便
秘
薬
の
成
分
が
乳
汁
中
に

移
行
し
、
赤
ち
ゃ
ん
が
下
痢
を
お
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
授
乳
中

の
使
用
も
避
け
て
く
だ
さ
い
。
ど
う

し
て
も
使
用
し
た
い
場
合
は
、
か
か

り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
、
そ
の
指

示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

Ｑ
２
　
赤
ち
ゃ
ん
の
便
秘
薬
は
あ
り
ま
す

か
？ 

Ａ
　
母
乳
不
足
や
ミ
ル
ク
の
希
釈
ミ
ス
、

離
乳
食
を
始
め
た
乳
児
に
は
、
便
秘

に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。 

　
　
乳
児
に
は
「
マ
ル
ツ
エ
キ
ス
」
の
よ

う
に
麦
芽
糖
の
働
き
で
腸
の
働
き
を

整
え
る
商
品
等
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
便
秘
が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、

他
の
原
因
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
医

師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
Ｑ
３
　
便
秘
薬
を
使
っ
て
も
あ
ま
り
効
果

が
な
い
ん
で
す
が
？ 

Ａ
　
運
動
や
食
生
活
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、

以
下
の
点
を
再
確
認
し
て
再
度
何
日

か
続
け
て
飲
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

　
①
寝
る
前
に
飲
ん
で
く
だ
さ
い
。（
胃

の
中
に
食
べ
物
が
な
い
状
態
で
）
飲

む
量
が
少
な
い
可
能
性
も
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
用
法
・
用
量
の
範
囲
内

で
ふ
や
し
て
様
子
を
み
て
く
だ
さ
い
。 

　
②
胃
腸
薬
（
制
酸
剤
）
と
一
緒
に
飲
ま

な
い
で
く
だ
さ
い
。 

　
③
コ
ッ
プ
１
杯
以
上
の
水
で
飲
ん
で
く

だ
さ
い
。
（
牛
乳
な
ど
で
飲
ま
な
い

こ
と
） 

 

Ｑ
４
　
便
秘
薬
を
使
っ
て
い
た
ら
、
尿
が

赤
く
な
っ
た
が
心
配
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

Ａ
　
セ
ン
ナ
類
が
含
ま
れ
て
い
る
便
秘
薬

を
飲
む
と
、
尿
や
便
が
橙
色
な
い
し

赤
色
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

成
分
に
よ
る
も
の
で
す
の
で
問
題
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

Ｑ
５
　
便
秘
を
予
防
し
た
り
、
改
善
す
る

日
常
生
活
上
の
ポ
イ
ン
ト
は
？ 

Ａ
　
便
秘
の
予
防
や
改
善
を
す
る
た
め
に
、

以
下
の
注
意
事
項
を
守
っ
て
く
だ
さ

い
。 

　
①
毎
日
、
時
間
を
決
め
て
必
ず
ト
イ
レ

に
行
く
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
便

意
を
も
よ
お
し
た
時
は
、
ガ
マ
ン
せ

ず
に
ト
イ
レ
に
行
く
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。 

　
②
食
物
セ
ン
イ
の
多
い
食
事
を
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。
（
た
だ
し
、
け
い
れ

ん
性
便
秘
の
疑
い
が
あ
る
人
は
、
消

化
が
良
く
、
腸
を
刺
激
し
な
い
食
事

を
取
っ
て
く
だ
さ
い
） 

　
③
水
分
を
十
分
取
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
④
毎
日
適
度
な
運
動
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
⑤
と
き
ど
き
腹
部
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て

く
だ
さ
い
。
入
浴
時
な
ど
が
お
す
す

め
で
す
。 

　
⑥
朝
起
き
て
す
ぐ
に
冷
た
い
牛
乳
や
水

を
コ
ッ
プ
１
杯
く
ら
い
飲
ん
で
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
朝
食
を
き
ち
ん
と
取

る
習
慣
が
大
切
で
す
。 

　
⑦
睡
眠
を
十
分
取
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
⑧
ス
ト
レ
ス
解
消
を
上
手
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。 

－ 便 　 秘 －  
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シ
リ
ー
ズ
同
和
問
題
・ 

シ
リ
ー
ズ
同
和
問
題
・ 

　
同
和
問
題
は
、
今
も
な
お

人
間
と
し
て
幸
せ
に
生
き
る

権
利
や
自
由
を
侵
害
さ
れ
、

社
会
的
不
利
益
を
受
け
、
人

間
と
し
て
の
誇
り
を
傷
つ
け

ら
れ
て
い
る
問
題
で
す
…
「
生

ま
れ
た
場
所
」
と
い
う
た
だ

そ
れ
だ
け
の
理
由
に
よ
っ
て
。 

　
今
回
よ
り
こ
の
同
和
問
題

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。 

  

一
、
ケ
ガ
レ
意
識 

 

　
日
本
の
歴
史
や
文
化
、
風

土
の
中
で
つ
く
ら
れ
た
考
え

方
（
意
識
）
で
、
差
別
を
生

み
出
す
要
因
で
あ
る
代
表
的

な
差
別
意
識
で
す
。 

　
古
代
社
会
、
牛
馬
の
解
体 

な
ど
は
、
神
に
捧
げ
る
「
聖

な
る
儀
式
」
で
し
た
。
や
が

て
、
人
々
の
生
活
が
狩

猟
中
心
か
ら
農
耕
へ
と

変
化
す
る
な
か
で
、
そ

れ
は
「
ケ
ガ
レ
た
も
の
」

と
さ
れ
て
い
き
ま
す
。 

　
ケ
ガ
レ
意
識
は
、
中

世
の
頃
に
な
る
と
貴
族

や
寺
社
を
通
じ
て
民
衆

の
間
に
広
が
り
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
よ

っ
て
変
化
し
て
い
き
ま

す
。
人
の
死
や
出
産
・

出
血
に
関
わ
る
こ
と
・

動
物
の
死
や
出
産
・
食

肉
だ
け
で
な
く
、
地
震
・
日

食
・
月
食
な
ど
の
自
然
現
象

や
、
職
人
の
科
学
知
識
を
駆

使
し
た
高
度
な
技
術
も
ケ
ガ

レ
と
さ
れ
ま
し
た
。 

　
例
え
ば
鍛
冶
は
、
高
い
温

度
を
つ
く
り
鉄
を
溶
か
し
て

農
機
具
な
ど
を
生
み
出
し
ま

す
。
そ
の
農
機
具
を
使
い
作

物
を
育
て
る
農
民
で
す
が
、

鍛
冶
が
村
に
入
る
こ
と
を
拒

み
、
村
の
外
れ
に
小
屋
を
建

て
そ
こ
を
農
機
具
の
受
け
渡

し
場
所
と
し
ま
し
た
。
鍛
冶

が
入
る
と
、
作
物
が
育

た
な
く
な
る
と
信
じ
ら

れ
て
い
た
た
め
で
す
。 

　
ま
た
、
皮
革
の
な
め

し
も
化
学
変
化
を
応
用

し
た
技
術
で
す
が
、
い

ず
れ
に
し
て
も
、
正
し

い
知
識
が
な
い
た
め
、

差
別
意
識
が
知
ら
な
い

う
ち
に
刷
り
込
ま
れ
て

い
っ
た
と
い
え
ま
す
。 

　
こ
の
ケ
ガ
レ
意
識
は
、

身
分
制
度
へ
と
組
み
込

ま
れ
て
い
き
ま
す
。 

 

二
、
か
わ
た 

 

　
戦
国
時
代
。
戦
国
の
世
を

勝
ち
抜
く
た
め
に
、
大
名
は 

多
く
の
職
人
を
求
め
て
い
ま

し
た
。
石
工
・
大
工
・
鍛
冶
・

皮
革
、
な
か
で
も
皮
革
職

人
た
ち
は
「
か
わ
た
」
と

呼
ば
れ
、
集
め
ら
れ
た
皮

革
職
人
を
中
心
に
村
ぐ
る

み
で
仕
事
を
す
る
「
か
わ

た
村
」
が
増
え
て
い
き
ま

し
た
。
　 

　
戦
国
末
期
に
な
る
と
、

皮
革
の
仕
事
が
減
り
、
か

わ
た
村
の
仕
事
は
、
農
業

や
他
の
手
工
業
へ
と
変
化

し
て
い
き
ま
す
。
江
戸
時

代
に
は
、
皮
革
の
仕
事
に

従
事
し
な
い
か
わ
た
村
が

増
え
て
い
き
ま
し
た
。
し

か
し
、「
皮
」
に
つ
き
ま
と

う
ケ
ガ
レ
意
識
が
残
さ
れ
、

か
わ
た
村
は
差
別
の
核
と

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

三
、
身
分
制
度 

 

　
全
国
を
統
一
し
た
豊
臣

秀
吉
は
武
士
と
農
民
の
違

い
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
、

ま
ず
「
検
地
」
を
行
い
年

貢
を
納
め
る
義
務
を
課
し

ま
し
た
。
次
に
「
刀
狩
り
」 

に
よ
る
農
民
の
武
装
解
除
、

「
身
分
統
制
令
」
で
は
人
々

が
身
分
・
職
業
を
変
え
る

こ
と
を
禁
止
し
、
さ
ら
に

農
民
の
居
住
地
を
固
定
化

し
ま
し
た
。 

　
江
戸
時
代
。
武
士
が
支

配
し
管
理
す
る
社
会
が
形

成
さ
れ
ま
す
。
武
士
を
頂

点
に
四
民
と
賤
民
身
分
が

設
け
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ

は
武
士
が
民
衆
の
不
満
を

そ
ら
す
た
め
に
、
政
治
的

に
つ
く
ら
れ
た
身
分
制
度

な
の
で
す
。
　
　
　 

　
江
戸
中
期
、
幕
府
や
諸

藩
の
財
政
は
苦
し
く
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
年
貢
の

取
り
立
て
は
厳
し
く
な
り
、

そ
れ
は
、
被
差
別
部
落
の
人
々

に
対
す
る
差
別
の
強
化
と

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

 【
シ
リ
ー
ズ
同
和
問
題
②
】

へ
つ
づ
く
。 

 

「Ｈｉｓｔｏｒｙ」「Ｈｉｓｔｏｒｙ」

地域教育だより
日高村教育委員会

新年おめでとうございます！
今年も学校・家庭と地域を結ぶ活動をたくさん考えていきます。
よろしくお願いします。

　2003年10月に、日高村学校支援ボランティアセンターが教育委員会の中にできました。 

　人材バンクへの登録者は、個人登録34人、団体登録13となっています。 

　主な活動場所は、学校のクラブ活動や総合的な学習の時間です。その活動までの流れを紹介し、地域で「何か

自分にもできることはないか」と考え中の方の参考にしていただきたいと思います。 

地域の力を学校に！
 学校はあなたの力を待っています！

日高村学校支援
ボランティアセンター
（日高村教育委員会）

科
学
ク
ラ
ブ
で
教
え
て
く

れ
る
仁
淀
川
の
石
に
詳
し

い
人
は
い
な
い
か
な
？

自
分
の
知
識
を
発
揮

す
る
場
所
は
な
い
か

な
？
子
ど
も
た
ち
に

興
味
を
も
っ
て
ほ
し

い
な
！

　地域で専門的な知識や技能をお持ちの方、子どもたちのために役立てることで、新たな生き方を発見してみま

せんか？また、専門的な知識はなくても、学校の植木の手入れや図書の本の整理など、子どもたちに喜ばれる活

動をやってみたいという方はいませんか？日高村は人材豊富なすばらしい村です。学校支援ボランティアの活動

に多くの方の参加をお願いいたします！　　（申し込み、問い合わせ：日高村教育委員会　24-5115　武田まで） 

日
高
村
の
地
形
の
こ
と
を
教

え
て
も
ら
い
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

仁
淀
川
か
ら
入
っ
て
き
た
土

や
砂
が
日
高
村
に
30
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
つ
も
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
今
度
は
た
く
さ
ん
質

問
す
る
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

六
年
男
子

初
め
て
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て

み
て
、
時
間
が
短
く
感
じ
ま
し

た
。
次
は
日
高
の
地
名
や
伝
説

の
話
な
ん
か
も
教
え
て
あ
げ
た

い
で
す
。

 

建
設
課
 
尾
崎

自分の力を提供し、
自己実現できる喜び 

子どもも教師も
専門的な指導に感謝

地
形
や
地
質
、
石
に
詳

し
い
人
が
い
る
よ
！

バンク登録者 小・中学校うち合わせ

決 定!

ク
ラ
ブ
の
時
間

に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
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シ
リ
ー
ズ
同
和
問
題
・ 

シ
リ
ー
ズ
同
和
問
題
・ 

　
同
和
問
題
は
、
今
も
な
お

人
間
と
し
て
幸
せ
に
生
き
る

権
利
や
自
由
を
侵
害
さ
れ
、

社
会
的
不
利
益
を
受
け
、
人

間
と
し
て
の
誇
り
を
傷
つ
け

ら
れ
て
い
る
問
題
で
す
…
「
生

ま
れ
た
場
所
」
と
い
う
た
だ

そ
れ
だ
け
の
理
由
に
よ
っ
て
。 

　
今
回
よ
り
こ
の
同
和
問
題

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。 

  

一
、
ケ
ガ
レ
意
識 

 

　
日
本
の
歴
史
や
文
化
、
風

土
の
中
で
つ
く
ら
れ
た
考
え

方
（
意
識
）
で
、
差
別
を
生

み
出
す
要
因
で
あ
る
代
表
的

な
差
別
意
識
で
す
。 

　
古
代
社
会
、
牛
馬
の
解
体 

な
ど
は
、
神
に
捧
げ
る
「
聖

な
る
儀
式
」
で
し
た
。
や
が

て
、
人
々
の
生
活
が
狩

猟
中
心
か
ら
農
耕
へ
と

変
化
す
る
な
か
で
、
そ

れ
は
「
ケ
ガ
レ
た
も
の
」

と
さ
れ
て
い
き
ま
す
。 

　
ケ
ガ
レ
意
識
は
、
中

世
の
頃
に
な
る
と
貴
族

や
寺
社
を
通
じ
て
民
衆

の
間
に
広
が
り
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
よ

っ
て
変
化
し
て
い
き
ま

す
。
人
の
死
や
出
産
・

出
血
に
関
わ
る
こ
と
・

動
物
の
死
や
出
産
・
食

肉
だ
け
で
な
く
、
地
震
・
日

食
・
月
食
な
ど
の
自
然
現
象

や
、
職
人
の
科
学
知
識
を
駆

使
し
た
高
度
な
技
術
も
ケ
ガ

レ
と
さ
れ
ま
し
た
。 

　
例
え
ば
鍛
冶
は
、
高
い
温

度
を
つ
く
り
鉄
を
溶
か
し
て

農
機
具
な
ど
を
生
み
出
し
ま

す
。
そ
の
農
機
具
を
使
い
作

物
を
育
て
る
農
民
で
す
が
、

鍛
冶
が
村
に
入
る
こ
と
を
拒

み
、
村
の
外
れ
に
小
屋
を
建

て
そ
こ
を
農
機
具
の
受
け
渡

し
場
所
と
し
ま
し
た
。
鍛
冶

が
入
る
と
、
作
物
が
育

た
な
く
な
る
と
信
じ
ら

れ
て
い
た
た
め
で
す
。 

　
ま
た
、
皮
革
の
な
め

し
も
化
学
変
化
を
応
用

し
た
技
術
で
す
が
、
い

ず
れ
に
し
て
も
、
正
し

い
知
識
が
な
い
た
め
、

差
別
意
識
が
知
ら
な
い

う
ち
に
刷
り
込
ま
れ
て

い
っ
た
と
い
え
ま
す
。 

　
こ
の
ケ
ガ
レ
意
識
は
、

身
分
制
度
へ
と
組
み
込

ま
れ
て
い
き
ま
す
。 

 

二
、
か
わ
た 

 

　
戦
国
時
代
。
戦
国
の
世
を

勝
ち
抜
く
た
め
に
、
大
名
は 

多
く
の
職
人
を
求
め
て
い
ま

し
た
。
石
工
・
大
工
・
鍛
冶
・

皮
革
、
な
か
で
も
皮
革
職

人
た
ち
は
「
か
わ
た
」
と

呼
ば
れ
、
集
め
ら
れ
た
皮

革
職
人
を
中
心
に
村
ぐ
る

み
で
仕
事
を
す
る
「
か
わ

た
村
」
が
増
え
て
い
き
ま

し
た
。
　 

　
戦
国
末
期
に
な
る
と
、

皮
革
の
仕
事
が
減
り
、
か

わ
た
村
の
仕
事
は
、
農
業

や
他
の
手
工
業
へ
と
変
化

し
て
い
き
ま
す
。
江
戸
時

代
に
は
、
皮
革
の
仕
事
に

従
事
し
な
い
か
わ
た
村
が

増
え
て
い
き
ま
し
た
。
し

か
し
、「
皮
」
に
つ
き
ま
と

う
ケ
ガ
レ
意
識
が
残
さ
れ
、

か
わ
た
村
は
差
別
の
核
と

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

三
、
身
分
制
度 

 

　
全
国
を
統
一
し
た
豊
臣

秀
吉
は
武
士
と
農
民
の
違

い
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
、

ま
ず
「
検
地
」
を
行
い
年

貢
を
納
め
る
義
務
を
課
し

ま
し
た
。
次
に
「
刀
狩
り
」 

に
よ
る
農
民
の
武
装
解
除
、

「
身
分
統
制
令
」
で
は
人
々

が
身
分
・
職
業
を
変
え
る

こ
と
を
禁
止
し
、
さ
ら
に

農
民
の
居
住
地
を
固
定
化

し
ま
し
た
。 

　
江
戸
時
代
。
武
士
が
支

配
し
管
理
す
る
社
会
が
形

成
さ
れ
ま
す
。
武
士
を
頂

点
に
四
民
と
賤
民
身
分
が

設
け
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ

は
武
士
が
民
衆
の
不
満
を

そ
ら
す
た
め
に
、
政
治
的

に
つ
く
ら
れ
た
身
分
制
度

な
の
で
す
。
　
　
　 

　
江
戸
中
期
、
幕
府
や
諸

藩
の
財
政
は
苦
し
く
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
年
貢
の

取
り
立
て
は
厳
し
く
な
り
、

そ
れ
は
、
被
差
別
部
落
の
人
々

に
対
す
る
差
別
の
強
化
と

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

 【
シ
リ
ー
ズ
同
和
問
題
②
】

へ
つ
づ
く
。 

 

「Ｈｉｓｔｏｒｙ」「Ｈｉｓｔｏｒｙ」

地域教育だより
日高村教育委員会

新年おめでとうございます！
今年も学校・家庭と地域を結ぶ活動をたくさん考えていきます。
よろしくお願いします。

　2003年10月に、日高村学校支援ボランティアセンターが教育委員会の中にできました。 

　人材バンクへの登録者は、個人登録34人、団体登録13となっています。 

　主な活動場所は、学校のクラブ活動や総合的な学習の時間です。その活動までの流れを紹介し、地域で「何か

自分にもできることはないか」と考え中の方の参考にしていただきたいと思います。 

地域の力を学校に！
 学校はあなたの力を待っています！

日高村学校支援
ボランティアセンター
（日高村教育委員会）

科
学
ク
ラ
ブ
で
教
え
て
く

れ
る
仁
淀
川
の
石
に
詳
し

い
人
は
い
な
い
か
な
？

自
分
の
知
識
を
発
揮

す
る
場
所
は
な
い
か

な
？
子
ど
も
た
ち
に

興
味
を
も
っ
て
ほ
し

い
な
！

　地域で専門的な知識や技能をお持ちの方、子どもたちのために役立てることで、新たな生き方を発見してみま

せんか？また、専門的な知識はなくても、学校の植木の手入れや図書の本の整理など、子どもたちに喜ばれる活

動をやってみたいという方はいませんか？日高村は人材豊富なすばらしい村です。学校支援ボランティアの活動

に多くの方の参加をお願いいたします！　　（申し込み、問い合わせ：日高村教育委員会　24-5115　武田まで） 

日
高
村
の
地
形
の
こ
と
を
教

え
て
も
ら
い
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

仁
淀
川
か
ら
入
っ
て
き
た
土

や
砂
が
日
高
村
に
30
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
つ
も
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
今
度
は
た
く
さ
ん
質

問
す
る
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

六
年
男
子

初
め
て
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て

み
て
、
時
間
が
短
く
感
じ
ま
し

た
。
次
は
日
高
の
地
名
や
伝
説

の
話
な
ん
か
も
教
え
て
あ
げ
た

い
で
す
。

 

建
設
課
 
尾
崎

自分の力を提供し、
自己実現できる喜び 

子どもも教師も
専門的な指導に感謝

地
形
や
地
質
、
石
に
詳

し
い
人
が
い
る
よ
！

バンク登録者 小・中学校うち合わせ

決 定!

ク
ラ
ブ
の
時
間

に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
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情報 
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情報 

申
請
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
福
祉
係 

申
請
用
紙
　
保
健
セ
ン
タ
ー
又
は
保
育

所
に
あ
り
ま
す
。 

申
請
の
時
に
必
要
な
書
類 

（
１
）
給
与
所
得
者
は
、
平
成
15
年
分

の
源
泉
徴
収
票 

（
２
）
日
雇
、
パ
ー
ト
の
方
は
仕
事
先

の
就
労
証
明 

（
３
）
右
記
（
１
）（
２
）
に
関
わ
ら
ず
、

平
成
15
年
１
月
２
日
以
後
に
転

入
さ
れ
た
方
は
前
住
所
地
で
平

成
15
年
度
の
住
民
税
の
課
税
証

明
を
も
ら
っ
て
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。 

入
所
基
準 

　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

当
該
児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
同
居
の
親
族
そ

の
他
の
者
が
当
該
児
童
を
保
育
で
き
な

い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
行
う
も
の
と

す
る
。 

（
１
）
昼
間
に
居
宅
外
で
労
働
す
る
こ

と
を
常
態
と
し
て
い
る
こ
と
。 

（
２
）
昼
間
に
居
宅
内
で
当
該
児
童
と

離
れ
て
日
常
の
家
事
以
外
の
労

働
を
す
る
こ
と
を
常
態
と
し
て

い
る
こ
と
。 

（
３
）
妊
娠
中
で
あ
る
か
、
又
は
出
産

後
間
が
な
い
こ
と
。 

（
４
）
疾
病
に
か
か
り
、
若
し
く
は
身

体
に
障
害
を
有
し
て
い
る
こ
と
。 

（
５
）
長
期
に
わ
た
り
疾
病
の
状
態
に

あ
る
。
又
は
精
神
若
し
く
は
身

体
に
障
害
を
有
す
る
同
居
の
親

族
を
常
時
介
護
し
て
い
る
こ
と
。 

（
６
）
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他

の
災
害
の
復
旧
に
当
た
っ
て
い

る
こ
と
。 

（
７
）
村
長
が
認
め
る
前
各
号
に
類
す

る
状
態
に
あ
る
こ
と
。 

※
尚
、
延
長
保
育
等
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
申
請
の
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。 

※
広
域
入
所
（
他
の
市
町
村
に
あ
る
保

育
所
へ
の
入
所
）
に
つ
い
て
は
、
相

手
市
町
村
と
の
協
議
が
必
要
で
す
の

で
、
お
早
め
に
申
請
書
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。（
市
町
村
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
ご
希
望
に
添
え
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。） 

※
村
内
い
ず
れ
の
保
育
所
で
も
混
合
保

育
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
福
祉
課 

　
　
　
　
　
　
　
　
２
４
―
７
８
５
１ 

住宅金融公庫では、 

①不況による倒産など勤務先等の

事情により返済が困難になり、 

②年収倍率（年収／公庫への年間

総返済額）が４倍以下で 

③返済条件の変更で今後の返済を

継続できる方について、 

返済期間15年間延長するなどの救

済措置を講じています。照会は返

済中の金融機関、または住宅金融

公庫四国支店 

　　　087-825-0514　 まで 

　高知県下の現行最低賃金は次のとおりです。 
　詳細は高知労働局（賃金室）又は最寄りの労働
基準監督署へお問い合わせください。 
 
◇高知県最低賃金（平成14年10月１日） 
　　　時間額　　611円 
 
◇電子応用装置、電子部品・デバイス製造業 

（平成14年12月30日） 
　　　時間額　　702円 
 
◇一般貨物自動車運送業（平成10年12月30日） 
　〔大型貨物自動車運転業務従事者〕 
　　　日　額　 7,280円 
　　　時間額　　910円 
 

高知労働局賃金室　電話 088-885-6024

　
昨
今
、
全
国
的
に
戸
籍
の
悪
用
を
目
的
と
し
た
虚
偽
の
届
出
が
増
え
て
い

ま
す
。 

　
当
事
者
の
知
ら
な
い
間
に
戸
籍
の
届
出
が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
戸
籍
に

事
実
に
反
す
る
記
載
が
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
・
発
覚
し
て
お
り
ま
す
。 

　
日
高
村
で
は
こ
の
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
届
書
を
持
参
さ
れ
た
方
の

本
人
確
認
を
次
の
と
お
り
定
め
、
２
月
１
日
よ
り
実
施
い
た
し
ま
す
。 

　
つ
き
ま
し
て
は
、
日
高
村
に
戸
籍
の
届
出
を
さ
れ
る
場
合
は
ご
注
意
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【
対
象
と
す
る
届
出
の
種
類
】 

　
婚
姻
届
・
離
婚
届
・
養
子
縁
組
届
・
養
子
離
縁
届 

（
た
だ
し
、
届
書
に
裁
判
所
の
謄
本
を
添
付
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る

届
出
（
裁
判
離
婚
等
）
に
つ
い
て
は
、
対
象
外
と
し
ま
す
。） 

【
本
人
確
認
の
対
象
者
】 

　
　
本
庁
窓
口
・
能
津
出
張
所
に
届
書
を
持
参
さ
れ
た
方 

【
本
人
確
認
の
方
法
】 

　
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
入
り
の
証
明
書
（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー

ト
・
住
基
カ
ー
ド
等
）
に
よ
り
確
認
し
ま
す
。 

【
届
出
人
に
対
す
る
通
知
】 

　
窓
口
で
届
出
人
の
本
人
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
事
実
確
認
の
た

め
、
そ
の
方
に
対
し
届
出
を
受
理
し
た
旨
を
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。 

　
万
一
、
覚
え
の
な
い
通
知
を
受
け
取
ら
れ
た
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が

速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
日
高
村
役
場
総
務
課
戸
籍
係 

　
　
２
４
―
５
１
１
１
　
内
線
17

・
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
療
育
手
帳
（
以

下
「
手
帳
」
と
い
う
）
の
呈
示
と
併
せ

て
料
金
所
で
提
出
し
て
い
る
割
引
証
を

廃
止
し
、
手
帳
の
記
載
事
項
等
の
確
認

を
受
け
る
こ
と
だ
け
で
割
引
を
適
用
し

ま
す
。 

・
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
走
行
時
に
も
割

引
を
適
用
し
ま
す
。 

・
割
引
措
置
の
有
効
期
限
（
２
年
間
）
の

設
定
（
更
新
可
） 

 

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
日
高
村
保
健
セ
ン

タ
ー
福
祉
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
　
２
４
―
７
８
５
１ 

～
有
料
道
路
障
害
者
割
引
制
度

 
 
 
 
 
 
の
改
正
に
つ
い
て
～

　
日
高
村
で
保
護
司
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

 

高
知
県
知
事
感
謝
状 

　
　
　
　
片
岡
　
三
知 

四
国
地
方
更
生
保
護
委
員
会 

　
委
員
長
表
彰 

　
　
　
　
森
下
　
雅
夫 

 

　
今
後
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
益
々
の
ご

活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

１
　
職
種
　
保
育
士 

２
　
採
用
予
定
人
員
　
　
１
名 

３
　
受
審
資
格 

　
昭
和
49
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
59
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
　 

　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
者
、
あ
る
い

は
平
成
16
年
３
月
31
日
ま
で
に
資
格
取

得
の
見
込
み
の
者 

　
日
高
村
に
住
所
を
有
す
る
者
、
あ
る

い
は
通
勤
可
能
な
者 

４
　
受
付
期
間 

　
　
平
成
16
年
２
月
２
日
〜
２
月
20
日 

　
　
　
（
受
付
時
間
は
９
時
〜
17
時
） 

　
郵
便
に
よ
る
場
合
は
２
月
20
日
ま
で

の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け

ま
す
。 

５
　
申
込
書
の
請
求 

　
申
込
書
は
日
下
保
育
園
に
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。 

６
　
審
査
の
日
時 

　
　
１
次
審
査
　
平
成
15
年
２
月
22
日

（日） 

　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
集
合 

・
実
施
種
目
の
日
時
　 

　
一
般
・
専
門
教
養
、
作
文
、
実
技（
ピ
ア
ノ
） 

　
　
２
次
審
査
　
２
月
29
日

（日）
午
前
10
時 

・
実
施
種
目 

　
面
接 

　
場
所
は
１
次
２
次
審
査
と
も
日
下
保
育
園 

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は 

　
日
下
保
育
園 

　
　
２
４
―
５
９
２
５ 

　
な
お
、
募
集
要
項
は
役
場
前
掲
示
板
に

掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。 
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総務課
24－5111
税務課
24－5112
企画課
24－5113
建設課
24－5114
教育委員会
24－5115
議会事務局
24－7777
産業振興課
24－4647
健康福祉課
24－7851
東部福祉館
24－5440
東部児童館
24－5604
能津支所
24－5141
改良区
24－5202
開発公社
24－5331

総務課
24－5111
税務課
24－5112
企画課
24－5113
建設課
24－5114
教育委員会
24－5115
議会事務局
24－7777
産業振興課
24－4647
健康福祉課
24－7851
東部福祉館
24－5440
東部児童館
24－5604
能津支所
24－5141
改良区
24－5202
開発公社
24－5331

く・ら・し・の 

情報 
く・ら・し・の 

情報 

申
請
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
福
祉
係 

申
請
用
紙
　
保
健
セ
ン
タ
ー
又
は
保
育

所
に
あ
り
ま
す
。 

申
請
の
時
に
必
要
な
書
類 

（
１
）
給
与
所
得
者
は
、
平
成
15
年
分

の
源
泉
徴
収
票 

（
２
）
日
雇
、
パ
ー
ト
の
方
は
仕
事
先

の
就
労
証
明 

（
３
）
右
記
（
１
）（
２
）
に
関
わ
ら
ず
、

平
成
15
年
１
月
２
日
以
後
に
転

入
さ
れ
た
方
は
前
住
所
地
で
平

成
15
年
度
の
住
民
税
の
課
税
証

明
を
も
ら
っ
て
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。 

入
所
基
準 

　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

当
該
児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
同
居
の
親
族
そ

の
他
の
者
が
当
該
児
童
を
保
育
で
き
な

い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
行
う
も
の
と

す
る
。 

（
１
）
昼
間
に
居
宅
外
で
労
働
す
る
こ

と
を
常
態
と
し
て
い
る
こ
と
。 

（
２
）
昼
間
に
居
宅
内
で
当
該
児
童
と

離
れ
て
日
常
の
家
事
以
外
の
労

働
を
す
る
こ
と
を
常
態
と
し
て

い
る
こ
と
。 

（
３
）
妊
娠
中
で
あ
る
か
、
又
は
出
産

後
間
が
な
い
こ
と
。 

（
４
）
疾
病
に
か
か
り
、
若
し
く
は
身

体
に
障
害
を
有
し
て
い
る
こ
と
。 

（
５
）
長
期
に
わ
た
り
疾
病
の
状
態
に

あ
る
。
又
は
精
神
若
し
く
は
身

体
に
障
害
を
有
す
る
同
居
の
親

族
を
常
時
介
護
し
て
い
る
こ
と
。 

（
６
）
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他

の
災
害
の
復
旧
に
当
た
っ
て
い

る
こ
と
。 

（
７
）
村
長
が
認
め
る
前
各
号
に
類
す

る
状
態
に
あ
る
こ
と
。 

※
尚
、
延
長
保
育
等
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
申
請
の
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。 

※
広
域
入
所
（
他
の
市
町
村
に
あ
る
保

育
所
へ
の
入
所
）
に
つ
い
て
は
、
相

手
市
町
村
と
の
協
議
が
必
要
で
す
の

で
、
お
早
め
に
申
請
書
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。（
市
町
村
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
ご
希
望
に
添
え
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。） 

※
村
内
い
ず
れ
の
保
育
所
で
も
混
合
保

育
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
福
祉
課 

　
　
　
　
　
　
　
　
２
４
―
７
８
５
１ 

住宅金融公庫では、 

①不況による倒産など勤務先等の

事情により返済が困難になり、 

②年収倍率（年収／公庫への年間

総返済額）が４倍以下で 

③返済条件の変更で今後の返済を

継続できる方について、 

返済期間15年間延長するなどの救

済措置を講じています。照会は返

済中の金融機関、または住宅金融

公庫四国支店 

　　　087-825-0514　 まで 

　高知県下の現行最低賃金は次のとおりです。 
　詳細は高知労働局（賃金室）又は最寄りの労働
基準監督署へお問い合わせください。 
 
◇高知県最低賃金（平成14年10月１日） 
　　　時間額　　611円 
 
◇電子応用装置、電子部品・デバイス製造業 

（平成14年12月30日） 
　　　時間額　　702円 
 
◇一般貨物自動車運送業（平成10年12月30日） 
　〔大型貨物自動車運転業務従事者〕 
　　　日　額　 7,280円 
　　　時間額　　910円 
 

高知労働局賃金室　電話 088-885-6024

　
昨
今
、
全
国
的
に
戸
籍
の
悪
用
を
目
的
と
し
た
虚
偽
の
届
出
が
増
え
て
い

ま
す
。 

　
当
事
者
の
知
ら
な
い
間
に
戸
籍
の
届
出
が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
戸
籍
に

事
実
に
反
す
る
記
載
が
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
・
発
覚
し
て
お
り
ま
す
。 

　
日
高
村
で
は
こ
の
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
届
書
を
持
参
さ
れ
た
方
の

本
人
確
認
を
次
の
と
お
り
定
め
、
２
月
１
日
よ
り
実
施
い
た
し
ま
す
。 

　
つ
き
ま
し
て
は
、
日
高
村
に
戸
籍
の
届
出
を
さ
れ
る
場
合
は
ご
注
意
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【
対
象
と
す
る
届
出
の
種
類
】 

　
婚
姻
届
・
離
婚
届
・
養
子
縁
組
届
・
養
子
離
縁
届 

（
た
だ
し
、
届
書
に
裁
判
所
の
謄
本
を
添
付
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る

届
出
（
裁
判
離
婚
等
）
に
つ
い
て
は
、
対
象
外
と
し
ま
す
。） 

【
本
人
確
認
の
対
象
者
】 

　
　
本
庁
窓
口
・
能
津
出
張
所
に
届
書
を
持
参
さ
れ
た
方 

【
本
人
確
認
の
方
法
】 

　
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
入
り
の
証
明
書
（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー

ト
・
住
基
カ
ー
ド
等
）
に
よ
り
確
認
し
ま
す
。 

【
届
出
人
に
対
す
る
通
知
】 

　
窓
口
で
届
出
人
の
本
人
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
事
実
確
認
の
た

め
、
そ
の
方
に
対
し
届
出
を
受
理
し
た
旨
を
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。 

　
万
一
、
覚
え
の
な
い
通
知
を
受
け
取
ら
れ
た
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が

速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
日
高
村
役
場
総
務
課
戸
籍
係 

　
　
２
４
―
５
１
１
１
　
内
線
17

・
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
療
育
手
帳
（
以

下
「
手
帳
」
と
い
う
）
の
呈
示
と
併
せ

て
料
金
所
で
提
出
し
て
い
る
割
引
証
を

廃
止
し
、
手
帳
の
記
載
事
項
等
の
確
認

を
受
け
る
こ
と
だ
け
で
割
引
を
適
用
し

ま
す
。 

・
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
走
行
時
に
も
割

引
を
適
用
し
ま
す
。 

・
割
引
措
置
の
有
効
期
限
（
２
年
間
）
の

設
定
（
更
新
可
） 

 

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
日
高
村
保
健
セ
ン

タ
ー
福
祉
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
　
２
４
―
７
８
５
１ 

～
有
料
道
路
障
害
者
割
引
制
度

 
 
 
 
 
 
の
改
正
に
つ
い
て
～

　
日
高
村
で
保
護
司
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

 

高
知
県
知
事
感
謝
状 

　
　
　
　
片
岡
　
三
知 

四
国
地
方
更
生
保
護
委
員
会 

　
委
員
長
表
彰 

　
　
　
　
森
下
　
雅
夫 

 

　
今
後
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
益
々
の
ご

活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

１
　
職
種
　
保
育
士 

２
　
採
用
予
定
人
員
　
　
１
名 

３
　
受
審
資
格 

　
昭
和
49
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
59
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
　 

　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
者
、
あ
る
い

は
平
成
16
年
３
月
31
日
ま
で
に
資
格
取

得
の
見
込
み
の
者 

　
日
高
村
に
住
所
を
有
す
る
者
、
あ
る

い
は
通
勤
可
能
な
者 

４
　
受
付
期
間 

　
　
平
成
16
年
２
月
２
日
〜
２
月
20
日 

　
　
　
（
受
付
時
間
は
９
時
〜
17
時
） 

　
郵
便
に
よ
る
場
合
は
２
月
20
日
ま
で

の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け

ま
す
。 

５
　
申
込
書
の
請
求 

　
申
込
書
は
日
下
保
育
園
に
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。 

６
　
審
査
の
日
時 

　
　
１
次
審
査
　
平
成
15
年
２
月
22
日

（日） 

　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
集
合 

・
実
施
種
目
の
日
時
　 

　
一
般
・
専
門
教
養
、
作
文
、
実
技（
ピ
ア
ノ
） 

　
　
２
次
審
査
　
２
月
29
日

（日）
午
前
10
時 

・
実
施
種
目 

　
面
接 

　
場
所
は
１
次
２
次
審
査
と
も
日
下
保
育
園 

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は 

　
日
下
保
育
園 

　
　
２
４
―
５
９
２
５ 

　
な
お
、
募
集
要
項
は
役
場
前
掲
示
板
に

掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。 
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池野いちび選 

ひ
だ
か

 
 
俳
壇

　氏 名　　死亡年月日 年齢 部落名 

森本 綾子 Ｈ15．12．７ 76才 大 川 内 

田村 勝威 Ｈ15．12．７ 85才 戸 　 梶  

ごめい福をお祈りいたします 

（以上12月８日迄届出分） 

お誕生おめでとうございます 

（以上12月８日迄届出分） 

市川　拓也（父）麻子（母） 

　光（ひかる） 

　　　　Ｈ15．11．15　望ヶ丘 

坂東　一誠（父）沙矢佳（母） 

　愛　華（あいか） 

　　　　Ｈ15．11．18　岩目地東 

澁谷　研司（父）尚子（母） 

　唯　衣（ゆい） 

　　　　Ｈ15．11．23　大橋東 

11月25日（火）実施献血に
 ご協力ありがとうございました

（敬称略：順不同　献血者：84名） 

次回の献血日程（予定）

 住 所 等 氏　名 住 所 等 氏　名 住 所 等 氏　名 住 所 等 氏　名  

折 月 南       
折 月 団 地       
岩 目 地 東       
 
岩 目 地 西       
 
 
下 の 谷       
望 ヶ 丘      
 
 
 
 
南 込 山      
大 和 田      
宮 谷      
本 村      
鴨 地      
長 崎      
父 原      
 

妹 背      
   
 
 
長 山 田       
 
今 宮       
鍛 冶 屋       
鍛 冶 屋 南       
大 橋 西       
 
 
 
岩 目 地       
 
田 福       
井 ノ 峰       
柏 井       
九 頭       
 
県 住       

宇 井       
西 ノ 越       
戸 梶       
国 岡 団 地       
岡 花 団 地       
第 ２ 団 地       
奥 ノ 谷       
 
鹿 児       
高 知 市       
 
佐 川 町       
伊 野 町       
 
ＪＡコスモス 
 
日高村商工会  
日高郵便局      
日高村役場 
 
 

日高村役場 
 
      
 

井上　慧子      
片岡　重吉      
竹内　安広      
藤岡　利幸      
川瀬　　健      
川瀬　富貴      
川瀬　　康      
山中　みち      
戸梶真喜子      
藤原　幸子      
藤原　利彦      
廣井　崇文      
鶴見　　宏      
渋谷　砂紀      
大和田昌子      
中岡　二三      
福田　由美      
壬生　豊秀      
鎮西　賀代      
隅田　敬子      
三木　博巳 

青木　鈴子 
中山　千恵 
青木　　康 
松岡　実栄 
金子　章代 
濱田　善久 
坂本　正計 
尾　　政廣 
矢野千津子 
矢野　澄枝 
矢野　謙二 
渋谷　　強 
森下　卓也 
西本　光博 
川瀬　智賀 
浜田　征幸 
山中　康男 
野村美佐子 
馬場　　惇 
岡林　永典 
野田　祥史 

渋谷　剛男 
岩本　忠男 
中澤　早智 
秋本　　恵 
竹内　美江 
谷口　京子 
森下　雅文 
江原　豊彦 
戸梶　史津 
西森　省雄 
栗原　智恵 
大山　雄生 
浜田　三貴 
山本　太郎 
佐藤　　仁 
門脇　幸秀 
秋澤　正浩 
竹本　　求 
戸梶　真幸 
松岡　一宏 
青木　　史 

藤田　　浩 
森田　　生 
隅田　　静 
須内　由香 
安岡　里佳 
尾　　誠一 
前田巳千子 
松本　直久 
川村　正仁 
明神　篤史 
坂東　　昇 
戸梶正一郎 
今井　明秀 
中村　幸広 
藤岡　明仁 
山本　秀昭 
森本　順子 
鎮西　　幹 
大川　清弘 
大平　師也 
森下　和知 

村

民

ひ

ろ

ば

机からの風景　～コスモス文庫より～ 

 
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
。い
ろ
い
ろ
な
目

標
や
希
望
に
、胸
ふ
く
ら
む
一
月
で
す
ね
。 

 
図
書
館
で
は
、本
の
貸
し
出
し
の
ほ
か
、い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
ま
す
。知
ら

な
か
っ
た
⋮
と
い
う
方
も
、そ
う
で
な
い
方
も
、今
年
も
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

今
年
も
図
書
館
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
！

★
リ
ク
エ
ス
ト

　
図
書
館
に
置
い
て
ほ

し
い
本
（
こ
う
い
う
分
野
、

と
い
う
こ
と
で
も
）
を

リ
ク
エ
ス
ト
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

　
予
算
や
、
公
立
の
図
書

館
と
い
う
立
場
か
ら
、
必
ず
購
入
で
き

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
要
望
と
し
て

活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

★
予
約

　
現
在
貸
し
出
し
中
の
本
を
借
り
た
い

場
合
、
予
約
し
て
お
け
ば
、
返
却
さ
れ

し
だ
い
ご
連
絡
し
ま
す
。
預
か
っ
て
お

き
ま
す
の
で
、
早
め
の
ご
来
館
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 

★
相
互
貸
借

　
読
み
た
い
本
が
当
館
に
な
く
、
県
立

図
書
館
に
あ
る
場
合
は
、
日
高
村
ま
で

回
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
本
が
特
定
で
き
な
く
て
も
、
○
○
に

つ
い
て
の
本
な
ど
で
も
、
貸
し
て
も
ら

え
ま
す
。 

★
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

　
調
べ
た
い
こ
と
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。
基
本
的
に
は
、
「
こ
ん
な
こ

と
が
の
っ
て
い
る
本
が
あ
る
か
」
な
ど
、

本
に
書
い
て
あ
る
こ
と
を
調
べ
る
援

助
で
す
。
当
館
で
手
に
お
え
な
い
事

柄
は
、
県
立
図
書
館
な
ど
に
問
い
合

わ
せ
も
し
て
い
ま
す
。 

 

★
団
体
貸
出

　
学
校
や
ク
ラ
ス
単
位
、
職
場
や
グ

ル
ー
プ
な
ど
で
登
録
し
て
も
ら
え
ば
、

一
団
体
に
50
冊
ま
で
、
２
ヶ
月
間
の

貸
出
が
で
き
ま
す
。 

主なサービスを
ご紹介します

　
　
図
書
館
利
用
案
内 

○
開
館
時
間 

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時 

○
休
館
日
　
月
・
祝
日 

○
貸
出 

　
ひ
と
り
５
冊
ま
で
、
２
週
間 

　
　
20
―
１
５
３
３ 

川
瀬
　
晴
恵 

○
焼
藷
を
半
分
づ
つ
な
る
老
夫
婦 

　
焼
藷
は
昔
か
ら
庶
民
的
な
味
で
親
し
ま
れ

て
い
る
が
う
ま
い
の
は
や
は
り
寒
い
冬
で
あ

る
。
掲
句
は
、
ほ
か
ほ
か
の
焼
藷
の
一
つ
を

半
分
づ
つ
分
け
て
食
べ
る
睦
ま
じ
く
、
ほ
ほ

え
ま
し
い
ご
夫
婦
で
あ
る
。 

 

野
村
　
広
子 

○
山
茶
花
を
さ
し
て
明
る
き
部
屋
と
な
る 

　
昨
年
は
こ
の
作
者
も
ご
主
人
も
ご
病
気
で

大
変
ご
苦
労
さ
れ
た
。 

　
病
む
夫
の
汗
と
涙
を
ふ
い
て
や
る
　
広
子 

は
八
月
の
句
で
あ
っ
た
が
、
句
会
も
休
み
が

ち
な
作
者
か
ら
年
末
に
な
っ
て
掲
句
を
投
句

さ
れ
た
。
山
茶
花
は
次
か
ら
次
へ
と
咲
き
つ

づ
け
る
。
今
年
こ
そ
ご
両
人
に
と
っ
て
、
元

気
で
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。 

 
 

片
岡
　
幸
枝 

格
言
を
十
二
覚
え
て
古
暦 

故
郷
の
落
葉
時
雨
に
遇
ひ
に
け
り 

川
瀬
　
英
子 

焼
き
芋
の
湯
気
の
向
か
う
に
吾
子
二
人 

忘
年
会
歌
を
習
ひ
て
い
ざ
出
陣 

鎮
西
　
美
緒 

あ
か
つ
き
に
大
火
を
焚
き
て
神
迎 

豆
剣
士
数
多
来
た
る
や
龍
馬
の
忌 

島
田
　
　
瞳 

路
地
裏
で
焼
い
も
の
香
に
突
き
当
た
り 

小
鳥
来
て
朝
の
家
族
に
ひ
か
り
撒
く 

中
村
　
梅
子 

焼
藷
を
取
り
出
す
竹
の
燃
へ
て
を
り 

焼
藷
の
笛
近
づ
ひ
て
遠
ざ
か
る 

中
山
　
美
根 

焼
芋
に
口
を
尖
ら
せ
風
送
る 

折
々
に
天
地
返
し
て
芋
を
焼
く 

南
部
記
代
子 

笹
子
鳴
く
留
守
あ
づ
か
り
し
門
の
中 

デ
イ
の
風
呂
た
っ
ぷ
り
と
柚
子
香
り
け
り 

橋
詰
登
志
子 

焼
藷
の
ぬ
く
も
り
ほ
ほ
に
胸
に
当
て 

看
取
り
へ
の
庭
山
茶
花
の
こ
ぼ
れ
つ
ぐ 濱

田
　
　
幸 

マ
ス
ク
し
て
車
降
り
る
は
内
の
マ
マ 

割
箸
で
焼
藷
さ
し
て
加
減
見
る 

浜
田
　
博
子 

焼
藷
を
待
ち
た
る
子
ら
の
ほ
て
り
顔 

手
袋
に
指
の
感
覚
奪
は
れ
し 

森
下
　
花
子 

振
り
袖
を
抱
い
て
来
る
子
や
七
五
三 

焼
薯
の
転
が
り
出
し
焚
火
跡 

伊
野
部
哲
也 

綿
虫
の
風
を
棲
み
処
に
漂
へ
り 

腕
組
す
禰
宜
の
白
足
袋
里
神
楽 

柏
井
　
皓
子 

前
の
山
高
く
冬
日
の
逃
げ
易
く 

廃
校
は
紅
葉
の
中
に
あ
り
に
け
り 

門
田
の
ぶ
子 

焼
く
芋
の
父
母
に
つ
な
が
る
想
ひ
か
な 

白
菜
を
一
玉
漬
け
て
ひ
と
り
か
な 

池
野
い
ち
び 

霜
除
を
犬
が
覗
い
て
ゆ
き
に
け
り 

冬
帽
に
手
を
添
ふ
だ
け
の
会
釈
か
な 

さ
ざ
ん
か 

や
き
い
も ～朗読ひだか～

朗
読
と
は
、
出
会
い
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
れ
は
、
本
で
あ
っ
た
り
、
人
で
あ
っ
た
り
、
本
を
読
む
と
い
う

こ
と
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
得
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
か
ら
も
ら
え
る
喜
び
、
ま
た
、
高
齢
者
か
ら
の
教
え

で
あ
っ
た
り
学
ぶ
こ
と
が
多
大
で
す
。 

　『
こ
う
で
な
い
と
い
け
な
い
』
と
い
う
、
き
ま
り
に
と
ら
わ
れ
ず
、

自
分
の
で
き
る
こ
と
か
ら
、
楽
し
み
な
が
ら
…
…
私
た
ち
に
で
き
る

朗
読
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
年
齢
、
性
別
、
問
わ
ず
、
新
し
い
出
会
い
、
刺
激
を
求
め
た
い
方
、

仲
間
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

学校支援ボランティア紹介 ① 　
日
高
村
に
は
数
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
月
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で｢

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア｣

に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る

方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 

団
体
名
　
朗
読
ひ
だ
か

　
代
表
者
　
渋
谷
和
枝 

　
練
習
日 

　
　
第
２
第
４
木
曜
日 

（
場
所
　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
） 

19
時
30
分
〜
21
時 

　
活
動
内
容 

　
・
お
は
な
し
の
森
（
第
２
土
曜
日
） 

（
コ
ス
モ
ス
図
書
館
に
て
読
み
聞
か
せ
） 

10
時
〜
11
時 

　
・
子
ど
も
へ
の
読
み
聞
か
せ 

　
・
学
校
や
施
設
へ
の
訪
問
等 

    

お
問
い
合
わ
せ
は 

　
　
日
高
村
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
２
４
｜
５
３
１
０
（
浜
永
） 

：
 

ご寄付のお礼

受賞
おめでとう
ございます

　松岡秀直様（妹背）より
日高村立図書館（コスモス
文庫）へ 30 万円のご寄付
をいただきました。図書の
購入等有意義に使わせてい
ただきます。ありがとうご
ざいました。 

　日高村で交通安全母の会
会長として活躍されている
片田教子さんが全国交通安
全母の会連合会表彰を受賞
されました。 
　今後も健康に留意され
益々のご活躍をお祈り申し
上げます。 
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information

池野いちび選 

ひ
だ
か

 
 
俳
壇

　氏 名　　死亡年月日 年齢 部落名 

森本 綾子 Ｈ15．12．７ 76才 大 川 内 

田村 勝威 Ｈ15．12．７ 85才 戸 　 梶  

ごめい福をお祈りいたします 

（以上12月８日迄届出分） 

お誕生おめでとうございます 

（以上12月８日迄届出分） 

市川　拓也（父）麻子（母） 

　光（ひかる） 

　　　　Ｈ15．11．15　望ヶ丘 

坂東　一誠（父）沙矢佳（母） 

　愛　華（あいか） 

　　　　Ｈ15．11．18　岩目地東 

澁谷　研司（父）尚子（母） 

　唯　衣（ゆい） 

　　　　Ｈ15．11．23　大橋東 

11月25日（火）実施献血に
 ご協力ありがとうございました

（敬称略：順不同　献血者：84名） 

次回の献血日程（予定）
 日時 平成16年3月３日（水）
●場所 グリーンフィールゴルフ倶楽部
 時間 9：40～11：40
●場所 錦山観光開発�
 時間 13：00～16：00

 住 所 等 氏　名 住 所 等 氏　名 住 所 等 氏　名 住 所 等 氏　名  

折 月 南       
折 月 団 地       
岩 目 地 東       
 
岩 目 地 西       
 
 
下 の 谷       
望 ヶ 丘      
 
 
 
 
南 込 山      
大 和 田      
宮 谷      
本 村      
鴨 地      
長 崎      
父 原      
 

妹 背      
   
 
 
長 山 田       
 
今 宮       
鍛 冶 屋       
鍛 冶 屋 南       
大 橋 西       
 
 
 
岩 目 地       
 
田 福       
井 ノ 峰       
柏 井       
九 頭       
 
県 住       

宇 井       
西 ノ 越       
戸 梶       
国 岡 団 地       
岡 花 団 地       
第 ２ 団 地       
奥 ノ 谷       
 
鹿 児       
高 知 市       
 
佐 川 町       
伊 野 町       
 
ＪＡコスモス 
 
日高村商工会  
日高郵便局      
日高村役場 
 
 

日高村役場 
 
      
 

井上　慧子      
片岡　重吉      
竹内　安広      
藤岡　利幸      
川瀬　　健      
川瀬　富貴      
川瀬　　康      
山中　みち      
戸梶真喜子      
藤原　幸子      
藤原　利彦      
廣井　崇文      
鶴見　　宏      
渋谷　砂紀      
大和田昌子      
中岡　二三      
福田　由美      
壬生　豊秀      
鎮西　賀代      
隅田　敬子      
三木　博巳 

青木　鈴子 
中山　千恵 
青木　　康 
松岡　実栄 
金子　章代 
濱田　善久 
坂本　正計 
尾� 　政廣 
矢野千津子 
矢野　澄枝 
矢野　謙二 
渋谷　　強 
森下　卓也 
西本　光博 
川瀬　智賀 
浜田　征幸 
山中　康男 
野村美佐子 
馬場　　惇 
岡林　永典 
野田　祥史 

渋谷　剛男 
岩本　忠男 
中澤　早智 
秋本　　恵 
竹内　美江 
谷口　京子 
森下　雅文 
江原　豊彦 
戸梶　史津 
西森　省雄 
栗原　智恵 
大山　雄生 
浜田　三貴 
山本　太郎 
佐藤　　仁 
門脇　幸秀 
秋澤　正浩 
竹本　　求 
戸梶　真幸 
松岡　一宏 
青木　　史 

藤田　　浩 
森田　　生 
隅田　　静 
須内　由香 
安岡　里佳 
尾� 　誠一 
前田巳千子 
松本　直久 
川村　正仁 
明神　篤史 
坂東　　昇 
戸梶正一郎 
今井　明秀 
中村　幸広 
藤岡　明仁 
山本　秀昭 
森本　順子 
鎮西　　幹 
大川　清弘 
大平　師也 
森下　和知 

村

民

ひ

ろ

ば

机からの風景　～コスモス文庫より～ 

 
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
。い
ろ
い
ろ
な
目

標
や
希
望
に
、胸
ふ
く
ら
む
一
月
で
す
ね
。 

 
図
書
館
で
は
、本
の
貸
し
出
し
の
ほ
か
、い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
ま
す
。知
ら

な
か
っ
た
⋮
と
い
う
方
も
、そ
う
で
な
い
方
も
、今
年
も
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

今
年
も
図
書
館
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
！

★
リ
ク
エ
ス
ト

　
図
書
館
に
置
い
て
ほ

し
い
本
（
こ
う
い
う
分
野
、

と
い
う
こ
と
で
も
）
を

リ
ク
エ
ス
ト
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

　
予
算
や
、
公
立
の
図
書

館
と
い
う
立
場
か
ら
、
必
ず
購
入
で
き

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
要
望
と
し
て

活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

★
予
約

　
現
在
貸
し
出
し
中
の
本
を
借
り
た
い

場
合
、
予
約
し
て
お
け
ば
、
返
却
さ
れ

し
だ
い
ご
連
絡
し
ま
す
。
預
か
っ
て
お

き
ま
す
の
で
、
早
め
の
ご
来
館
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 

★
相
互
貸
借

　
読
み
た
い
本
が
当
館
に
な
く
、
県
立

図
書
館
に
あ
る
場
合
は
、
日
高
村
ま
で

回
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
本
が
特
定
で
き
な
く
て
も
、
○
○
に

つ
い
て
の
本
な
ど
で
も
、
貸
し
て
も
ら

え
ま
す
。 

★
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

　
調
べ
た
い
こ
と
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。
基
本
的
に
は
、
「
こ
ん
な
こ

と
が
の
っ
て
い
る
本
が
あ
る
か
」
な
ど
、

本
に
書
い
て
あ
る
こ
と
を
調
べ
る
援

助
で
す
。
当
館
で
手
に
お
え
な
い
事

柄
は
、
県
立
図
書
館
な
ど
に
問
い
合

わ
せ
も
し
て
い
ま
す
。 

 

★
団
体
貸
出

　
学
校
や
ク
ラ
ス
単
位
、
職
場
や
グ

ル
ー
プ
な
ど
で
登
録
し
て
も
ら
え
ば
、

一
団
体
に
50
冊
ま
で
、
２
ヶ
月
間
の

貸
出
が
で
き
ま
す
。 

主なサービスを
ご紹介します

　
　
図
書
館
利
用
案
内 

○
開
館
時
間 

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時 

○
休
館
日
　
月
・
祝
日 

○
貸
出 

　
ひ
と
り
５
冊
ま
で
、
２
週
間 

　
　
20
―
１
５
３
３ 

川
瀬
　
晴
恵 

○
焼
藷
を
半
分
づ
つ
な
る
老
夫
婦 

　
焼
藷
は
昔
か
ら
庶
民
的
な
味
で
親
し
ま
れ

て
い
る
が
う
ま
い
の
は
や
は
り
寒
い
冬
で
あ

る
。
掲
句
は
、
ほ
か
ほ
か
の
焼
藷
の
一
つ
を

半
分
づ
つ
分
け
て
食
べ
る
睦
ま
じ
く
、
ほ
ほ

え
ま
し
い
ご
夫
婦
で
あ
る
。 

 

野
村
　
広
子 

○
山
茶
花
を
さ
し
て
明
る
き
部
屋
と
な
る 

　
昨
年
は
こ
の
作
者
も
ご
主
人
も
ご
病
気
で

大
変
ご
苦
労
さ
れ
た
。 

　
病
む
夫
の
汗
と
涙
を
ふ
い
て
や
る
　
広
子 

は
八
月
の
句
で
あ
っ
た
が
、
句
会
も
休
み
が

ち
な
作
者
か
ら
年
末
に
な
っ
て
掲
句
を
投
句

さ
れ
た
。
山
茶
花
は
次
か
ら
次
へ
と
咲
き
つ

づ
け
る
。
今
年
こ
そ
ご
両
人
に
と
っ
て
、
元

気
で
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。 

 
 

片
岡
　
幸
枝 

格
言
を
十
二
覚
え
て
古
暦 

故
郷
の
落
葉
時
雨
に
遇
ひ
に
け
り 

川
瀬
　
英
子 

焼
き
芋
の
湯
気
の
向
か
う
に
吾
子
二
人 

忘
年
会
歌
を
習
ひ
て
い
ざ
出
陣 

鎮
西
　
美
緒 

あ
か
つ
き
に
大
火
を
焚
き
て
神
迎 

豆
剣
士
数
多
来
た
る
や
龍
馬
の
忌 

島
田
　
　
瞳 

路
地
裏
で
焼
い
も
の
香
に
突
き
当
た
り 

小
鳥
来
て
朝
の
家
族
に
ひ
か
り
撒
く 

中
村
　
梅
子 

焼
藷
を
取
り
出
す
竹
の
燃
へ
て
を
り 

焼
藷
の
笛
近
づ
ひ
て
遠
ざ
か
る 

中
山
　
美
根 

焼
芋
に
口
を
尖
ら
せ
風
送
る 

折
々
に
天
地
返
し
て
芋
を
焼
く 

南
部
記
代
子 

笹
子
鳴
く
留
守
あ
づ
か
り
し
門
の
中 

デ
イ
の
風
呂
た
っ
ぷ
り
と
柚
子
香
り
け
り 

橋
詰
登
志
子 

焼
藷
の
ぬ
く
も
り
ほ
ほ
に
胸
に
当
て 

看
取
り
へ
の
庭
山
茶
花
の
こ
ぼ
れ
つ
ぐ 濱

田
　
　
幸 

マ
ス
ク
し
て
車
降
り
る
は
内
の
マ
マ 

割
箸
で
焼
藷
さ
し
て
加
減
見
る 

浜
田
　
博
子 

焼
藷
を
待
ち
た
る
子
ら
の
ほ
て
り
顔 

手
袋
に
指
の
感
覚
奪
は
れ
し 

森
下
　
花
子 

振
り
袖
を
抱
い
て
来
る
子
や
七
五
三 

焼
薯
の
転
が
り
出
し
焚
火
跡 

伊
野
部
哲
也 

綿
虫
の
風
を
棲
み
処
に
漂
へ
り 

腕
組
す
禰
宜
の
白
足
袋
里
神
楽 

柏
井
　
皓
子 

前
の
山
高
く
冬
日
の
逃
げ
易
く 

廃
校
は
紅
葉
の
中
に
あ
り
に
け
り 

門
田
の
ぶ
子 

焼
く
芋
の
父
母
に
つ
な
が
る
想
ひ
か
な 

白
菜
を
一
玉
漬
け
て
ひ
と
り
か
な 

池
野
い
ち
び 

霜
除
を
犬
が
覗
い
て
ゆ
き
に
け
り 

冬
帽
に
手
を
添
ふ
だ
け
の
会
釈
か
な 

さ
ざ
ん
か 

や
き
い
も ～朗読ひだか～

朗
読
と
は
、
出
会
い
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
れ
は
、
本
で
あ
っ
た
り
、
人
で
あ
っ
た
り
、
本
を
読
む
と
い
う

こ
と
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
得
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
か
ら
も
ら
え
る
喜
び
、
ま
た
、
高
齢
者
か
ら
の
教
え

で
あ
っ
た
り
学
ぶ
こ
と
が
多
大
で
す
。 

　『
こ
う
で
な
い
と
い
け
な
い
』
と
い
う
、
き
ま
り
に
と
ら
わ
れ
ず
、

自
分
の
で
き
る
こ
と
か
ら
、
楽
し
み
な
が
ら
…
…
私
た
ち
に
で
き
る

朗
読
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
年
齢
、
性
別
、
問
わ
ず
、
新
し
い
出
会
い
、
刺
激
を
求
め
た
い
方
、

仲
間
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

学校支援ボランティア紹介 ① 　
日
高
村
に
は
数
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
月
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で｢

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア｣

に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る

方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 

団
体
名
　
朗
読
ひ
だ
か

　
代
表
者
　
渋
谷
和
枝 

　
練
習
日 

　
　
第
２
第
４
木
曜
日 

（
場
所
　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
） 

19
時
30
分
〜
21
時 

　
活
動
内
容 

　
・
お
は
な
し
の
森
（
第
２
土
曜
日
） 

（
コ
ス
モ
ス
図
書
館
に
て
読
み
聞
か
せ
） 

10
時
〜
11
時 

　
・
子
ど
も
へ
の
読
み
聞
か
せ 

　
・
学
校
や
施
設
へ
の
訪
問
等 

    

お
問
い
合
わ
せ
は 

　
　
日
高
村
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
２
４
｜
５
３
１
０
（
浜
永
） 

：
 

ご寄付のお礼

受賞
おめでとう
ございます

　松岡秀直様（妹背）より
日高村立図書館（コスモス
文庫）へ 30 万円のご寄付
をいただきました。図書の
購入等有意義に使わせてい
ただきます。ありがとうご
ざいました。 

　日高村で交通安全母の会
会長として活躍されている
片田教子さんが全国交通安
全母の会連合会表彰を受賞
されました。 
　今後も健康に留意され
益々のご活躍をお祈り申し
上げます。 
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　　　　　　　　11月末現在 

　　　　　　　　（前月比） 
世帯数　　 2,403 （－２） 
人　口　　 6,283人 （＋４） 
　　　　男 2,977人 （＋８） 
　　　　女 3,306人 （－４） 
 
　　  　　１～11月分（11月） 
人身事故 30件 （５件） 
死　　者 ０名 （０名） 
傷　　者 37名 （５名） 
 

日高村の人口 

日高村の交通事故発生状況 

日高分署に高規格救急車導入

　仁淀消防組合では、
最新の救急救命士器
材を搭載した高規格
救急車を日高分署に
配備し、平成15年12
月15日より運用を開
始しました。 
　この救急車の特徴
は、救急救命士が心
肺機能停止状態にあ

る疾病者に対して、 
　・半自動式除細動器（カウンターショック） 
　・器具を用いた気道確保 
　・乳酸リンゲル液の点滴 
以上の高度な救急処置を行うために必要な構造及び設
備を有した高規格救急車です。このたびの高規格救急
車の導入により仁淀消防組合では、４台の高規格救急
車で管内４町村（伊野、春野、日高、吾北）の救命率
向上を目指した高度救急サービスを今まで以上に実施
することが可能となりました。  

今月の 
毎月第２日曜日開館 

メ ダ カ 家 メ ダ カ 家 家 さ ん 
ち 

さ ん 
ち 

　
毎
月
第
２
日
曜
日
に

開
館
し
、
水
辺
で
の
遊

び
を
通
じ
て
生
き
物
体

験
学
習
を
開
催
。
団
体

等
で
御
予
約
い
た
だ
け

れ
ば
、
そ
の
他
の
日
も

相
談
に
応
じ
ま
す
。 

場
　
　
所 

　
日
高
村
総
合
運
動
公

園
す
ぐ
下 

開
館
日
時 

　
毎
月
第
２
日
曜
日 

　
10
時
〜
13
時 

お
問
い
合
わ
せ 

　
日
高
村
役
場
企
画
課 

　
２
４
―
５
１
１
３ 

「
メ
ダ
カ
さ
ん
家
」
係 

ち 

水
鳥
の
観
察
会　

今
月
の
メ
ダ
カ
さ
ん
家
は

「
水
鳥
の
観
察
会
」
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
時
期
の
調
整

池
に
は
、
越
冬
す
る
た
め
に

様
々
な
種
類
の
水
鳥
が
や
っ

て
き
ま
す
。 

　
参
加
者
た
ち
は
、
観
察
の

ポ
イ
ン
ト
を
習
っ
て
か
ら
調

整
池
を
一
周
し
、
カ
モ
や
サ

ギ
な
ど
の
水
鳥
の
他
、
ミ
サ

ゴ
や
カ
ワ
セ
ミ
な
ど
、
全
部

で
26
種
類
の
鳥
を
確
認
し
、

そ
の
美
し
い
姿
に
感
動
し
て

い
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
調
整
池
で

は
た
く
さ
ん
の
生
き
物
が
観

察
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。 

●
次
回
、
１
月
11
日（
日
）の
テ
ー
マ
は
﹁
ア
ニ
マ
ル
・
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
﹂

　
元
旦
に
は
何
か
特
別
な
決
意
を
し
よ
う

と
思
う
も
の
の
、
結
局
何
も
実
行
で
き
て

い
な
い
と
年
の
瀬
に
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

と
い
う
よ
り
、
何
を
決
意
し
た
の
か
も
忘

れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
自
分
の
心
に
「
３
６
５
日
す
べ
て
の
一

日
一
分
一
秒
は
二
度
と
も
ど
っ
て
こ
な
い

永
遠
の
一
秒
だ
。
毎
日
が
特
別
な
日
で
あ

る
。
」
と
言
い
訳
を
し
て
何
も
変
わ
ら
な

い
一
年
を
ま
た
過
ご
し
て
し
ま
い
そ
う
で

す
。 

遥　紀 くん 

宇賀　友　和　さん（父）（岩目地西） 
　　　なぎさ　さん（母） 
 

「健康で元気に育ってください　」 

（はるき） 


